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　大切なものは人それぞれ。でも、守りたい思いは同じはず……。

  

　冬は雪に閉ざされる北陸の田園地帯。米どころとしての豊かさと、大地の厳しさと清浄さに満ちたその一角に、わたしが幼い頃から慣れ親しんだ、海東かいとう酒造工場があった。




　我が家は明治初期創業の地酒の老舗。地場産業として地域の商工会に所属しながら、清酒を製造している。規模こそ小さいが、昔ながらの伝統手法で造る酒はどこにも負けない深い味わいがあると思っている。

　けれど昨今、実直な味だけでは経営事情が許してくれないようだ。酒販自由化の波に伴う急激な変化の中、四代目蔵元の父がようやく株式会社の体裁を整えたものの、巨大なネットワークを持つ大手ドラッグストアやコンビニなどの酒販進出に伴い、それらに対応できる生産力も販売網も持たない酒造所は、徐々に経営が煮詰まってくる……。




　わたしが、夫だった加賀原匠かがはらたくみとの短い結婚生活に終止符を打つ決意をしたのはこの頃だった。

　話を切り出した途端、じっと黙りこくってしまった彼の前で、離婚届に判を押すと、わたしはそのまま一人、新幹線で故郷の工場に戻ってきた。




　あれから、もう五年……。あっという間に過ぎてしまった。




　当時は、まだ無鉄砲なことにも、若さと勢いだけで果敢に挑戦できた。けれどとうとう三十路に突入した夜、一人で手酌をしながら、妙に感傷めいた思いがこみ上げて来る。




　庭の桜が、今年もはらはらと白い花びらを散らせ始めている。まるで舞い落ちる雪のように。

　こんな晩は特に、彼のことが鮮やかに思い出されるようだ。










　工場と自分の未来を真剣に考え出した頃から、わたしの夢は決まっていた。当時、細々と経営を続けていたわたし達の城、もとい、酒蔵所をもっと大きく、できれば全国レベルにまで拡大すること。

　その修行をするつもりで一生懸命に就活し、ついに念願かなって、日本有数の飲料会社、エード・ドリンク・コーポレーションに入社した。

　この会社はソフトドリンクやお茶を扱う飲料事業と酒類事業とに分かれていて、多くの世代向けのドリンクを幅広く製造販売している。

　もちろん入社した当初は庶務課配属で、お茶出しやコピー取りの日々だった。毎日が駆け足で過ぎていく中、何とかしなければ、という思いが日に日に強くなり、わたしは当時、社内に出ていた企画に一生懸命考えて応募してみた。それが上司の誰かの目に留まったらしい。次の異動のとき、わたしは酒類事業の新商品開発企画室に配属された。




　二歳年上だった匠に出会ったのは、その企画室でのことだった。

　初めて企画室に入った日、会って回る人ごとに自己紹介しながらお茶を出していると、ちょっと個性的なデニムの帽子をかぶった男性がくるりと振り向き、ばっちり目が合った。




「あなたが海東里穂かいとうりほさん？」

　いきなりそう尋ねた彼は、じっとわたしを見ている。その第一印象は【かっこいい人】だった。整った顔立ち、特に二重まぶたから覗く澄んだ目がとても印象的だった。けれど、わたしが口を開くより先に、隣の席に座ったやや頭髪の薄い男性が声を上げた。

「いやー、どんな子かと思ったけど、結構きれいなお姉さんじゃないの。男の溜まり場みたいなココに、一気に華が咲くねぇ」

　いきなりセクハラまがいの発言を受けて引いていると、彼はこほんと咳払いして名刺を差し出してきた。

「俺は加賀原匠。ここの室長補佐やってます。よろしく」

　は、はい、よろしくお願いします、と柄にもなく赤くなってそれを受け取り、一生懸命頭を下げた。彼もにこっと笑い返して、こう言った。

「あの企画書、なかなかよくできてたよ」




　先日の企画で、わたしを引き抜くように進言してくれたのは匠だったらしい。

　それから、彼とわたしは同じ企画、同じ夢を共有する者として、すぐに意気投合した。年もあまり違わなかったから、ばらばらの年齢層の企画室の中ではオフの話も合った。一緒に食事に行ったり、夜遅くまで残業する機会もだんだんと増えてくる。

　でも実はこの彼が、当日本有数飲料会社の社長ご令息様だと知ったのは、配属されてからしばらく経ってからのことだった。

　うっそー！ と目を丸くしたわたしに、教えてくれた女性同僚が、だから高嶺の花だからね、恋しちゃ駄目よ、と笑って釘を刺してくれる。

　確かに……。わたしもこくこく頷いた。匠の見た目クールな横顔を見ながら、それじゃ全女子社員の憧れの的かも、と察しがつく。

　けれど、彼自身は社長の息子だなんておくびにも出さず、普通に企画室の一社員を務めていた。とても仕事ができるのはすぐにわかったけれど、困ったことに毎日一緒にいる相手としてはイケメン過ぎた。その上、態度が気さくだときている。世間知らずのわたしなんか陥落するのは時間の問題。本当にあっという間に恋してしまったような気がする。

　でも、そんな邪な思いを彼に悟られるのは絶対にイヤだった。バレたら仕事がやりにくくなるに決まっている。だから、芽生えてしまった微妙な恋心は断固押し隠して、あくまで同僚としての気楽な付き合いを続けていた。

　当時、開発していた商品は【新しい味のチューハイ】だった。そのせいもあって、二人で研究だと言っては、仕事の後よく呑みに行ったっけ。

　思い返せば、あの頃が一番至福な時だった気がする……。







　わたし達を包む穏やかな春のような日々を破ったのは、お定まり的なある夜の出来事。あれは東京に初雪が降った日だった……。 




「見て！　 雪！　天気予報、はずれたね」

　遅くまでかかった会議を終え、企画室から出ると、暗い窓辺に降りしきる雪が見えた。

　わたしははしゃいだ声をあげて、最後に部屋から出てきた匠を振り返った。

「ガキじゃあるまいし、雪がそんなに嬉しいのかよ。車出すのが大変になるだけだろーが」

　ちらっと窓を見て顔をしかめた彼に、わたしは唇を尖らせた。

「仮にも、今お酒開発してるくせに、情緒がわかんないかなぁ？ こういう晩は雪見酒って、相場決まってるでしょ。うちの地方なんか、冬は毎晩そうだよ」

「おー、始まった。里穂のお国自慢。はいはい、わーった。わかりましたよ」

　……いけない、またやっちゃった。

　あまりしょっちゅう言ってるから、もう耳たこになってるだろう。でも匠はいつも、ちょっと仕方なさそうに笑うだけだった。

　ダウンジャケットに身を包み、二人並んですっかり雪景色になった街を歩く。大通りはすでに渋滞し始めていた。




「雪見酒もいいけどさ。車、装備なしだぞ。動かせなくなったらどうする？」

「たまにはメトロでもいいんじゃない？」

　わたしはくすっと笑って空を仰いだ。わたしの故郷では冬になると、いつも雪景色だった。

「こんなに降るの、東京じゃ珍しいもんね。地元じゃしょっちゅうだけど」

「そりゃ、さぞ大変だろうな」

　半ば上の空の匠に、わたしはいつものノリで気安く誘った。

「でも、そこもいいの。匠、北陸には来たことないんでしょ？ 一度遊びに来てよ」

「……また、そのうちな」

　そのうち、と言う時、いつもちょっと微妙な目つきでわたしを見ていたような気がする。でもそれが何を意味するのか、鈍いわたしは全くわからなかった。

「じゃ、今夜もいつものお店に参りましょー！」

「お前さ、女のくせに酒乱になったらどうする。この前だって危うく……」

 『この前』……。

　酔って、彼に抱えられてアパートに帰ったときのことだ。匠の顔つきに、わたしは思わず赤くなった。過程は全く覚えてないけど、その夜の終わり、かなりディープなキスをされたような気がする。唇に舌先に、彼の感触が妙に生々しく残っているような。そして、

『もうそろそろ限界。この次はこれくらいじゃすまないからな』

　そんな笑いを含んだ声を、聞いたような聞かなかったような……。




　でも本当にあったかどうかわからない。そんなこと、まさか本人に確認もできないし。




　じっと見られているのに気付き、わたしはごまかすようにテンションの高い声を張り上げた。

「あ、あの時はちょっとね、コンディション悪かったの。今日はぜんっぜん大丈夫だから！ こないだ新発売になった銘柄の試飲するんだもん」

「はいはい。その心意気、さすが酒造所のムスメさんですこと」

　匠も笑って、わたしの頭をポンポン叩いた。何も言わないくせに、まるで食べてしまいたいと言わんばかりの目で見つめられていると、心臓が勝手に唸り始めてしまう。そんな目つきは反則だよ。あらぬことまで期待してしまうじゃない……。

「男顔負けじゃないと、業界では生き残れないもんね」

　だから急いで目をそらし、わたしはもう口癖になったこの言葉を繰り返した。男には負けたくない。その思いで、これまで頑張ってきたんだから。

「じゃあ、行こっ」

　笑って、わたしは匠の腕に気軽に腕を絡ませた。それは女子社員に人気がある彼への、同僚としてのささやかな特権だった。その夜もいつもと同じ展開になるはずだった。そう、どこかの馬鹿社長が、札びらをひらひらさせながら、わたしにセクハラトークをしかけてこなければ。







「威勢のいいおねーちゃん、気に入ったんだけどなぁ。これくらいでどう？」

「だから、イヤだって言ってるじゃないですか。早く行ってください。わたし、連れが……」

「お連れなんていないじゃない。きっと置いてかれたんだよ」




　その時、少し先までタクシーを見に行っていた匠が戻ってきた。状況を見てとるなり、両肩をいからせ大またで駆け寄ってくる。

「おっさん！ 人の連れに何やってんだよ！」

　とっとと失せやがれ！ さもないと……。

　その先は彼の目が怖いほど物語っていた。しつこかったどっかの社長もソレを見て取るなり、あたふたと立ち去っていく。

　助かった……。

　ほっとした途端、なんだか本当に気分が悪くなってきた。うー、と顔をしかめてしゃがみ込む。

「なんか、むかつく……」

　さっきの中年の臭い息のせいだ。絡まれた理由は、飲み屋で同じく飲んでいた彼と日本酒談義になり、それが白熱してしまったせいだろう。省略された、だから言わんこっちゃない、という声が聞こえてくるようだった。

「別に、お酒のせいじゃないんだからね！」

　匠が差し出してくれたペットボトルの水を飲み、やっとすっきりすると、わたしはむきになって自己正当化した。彼も、もうそれ以上は触れず渋滞する大通りを振り返っている。

「タクシーなんかとても無理だ。メトロまで歩くしかないぞ、マジで」

　大体、お前は何でもやり過ぎるんだよ。ほんと、仕方ない奴……。

　ため息交じりの声に応える代わりに、うー、と唸ったわたしに肩を貸して、立ち上がらせてくれる。

　一歩踏み出した途端、くらっときて、彼にもたれかかってしまった。

　あれ、酔いが回った？ 何だか足元がおぼつかない……。

　匠も眉をひそめている。

「おい、大丈夫か？」

「ちょっと……メトロまで無理かも……。ねぇ、このホテルとか駄目？」

　ちょうど頭上は、ラブホだかなんだかわからないホテルだった。その看板を期待を込めて仰いだとき、寄り添っていた匠の体がさっと緊張した。すぐには応えず、謎めいた目でわたしを見下ろしている。

　たった今、何気なく口にした言葉が、突然濃密な意味を持ち始め、わたしはうろたえた。意思とは関係なく心臓が一方的に暴走し始め、さらに戸惑う。

「里穂、悪いけどさ……」

「べっ、別に、変な意味で言ったんじゃないってば！」

　慌てて説明しようとしたわたしの口を塞ぐように、彼の顔が近付いてきた。えっ？ と思うより先に、半ば開いていたわたしの唇が暖かい唇に覆われていた。この前のおぼろげな記憶がいきなりフラッシュバックし、身体が固まる。けれど、焦る暇もなく進入してきた彼の舌が、強い意志を込めて口内をまさぐり始めたので、わたしは何もできずに、ただひたすらまごついていた。

「んっ！」

　とうとう息が苦しくなって呻き声をもらすと、彼の肩をバシバシ叩いた。やっと顔を上げてくれる。

　それは本当に突然の展開で、驚きに身体がびーんと硬直していた。彼が支えてくれていなければ、ひっくり返っていたかもしれない。

「お前、男とキスしたことないの？」

　呆然としているわたしに、匠が呆れ顔で尋ねた。もしかして馬鹿にされてる？　まごつくよりも悔しくなって、わざと声を張り上げた。

「なっ！ あるわよ！ キスくらい！」

「へぇ、何回くらい？ 幼稚園の時、とか言うのはなしだぞ」

「……悪かったね」

　図星指されて返す言葉もなくなり、ほっといてよ、とふらっと背を向けたのに、背後からきつく抱き締められてしまった。笑いを含んだ声が赤くなった耳に囁く。

「いえいえ。イロイロと教えがいがありそうで、楽しみですこと」

　はいっ？ と目を丸くしたわたしの顔を覗き込み、まるで最初から決まっていたみたいに言ってのけた。

「今夜、お前を俺のものにするから。お前もそろそろ腹くくれよ」

　はいっ？　今、なんておっしゃいました？

　思い切り目を点にしたわたしに、匠はにんまりと微笑みかける。

「んじゃ、そーいうことで。参りましょうか、里穂サン」

　楽しそうに言うなり、ちょっと待ってよ、と焦るわたしを引きずるように、ホテルの自動ドアから中に入ってしまった。あたふたしているうちに、手際よくチェックインされ、一室に連れ込まれてしまう。







　わたし、お酒飲み過ぎて幻覚見てる……とか？




　そう疑ってしまうほど唐突な展開だった。あの匠が、まるで切れたように動いている。

　部屋に引っ張り込まれるなり、反論する間もなく抱き上げられて、大きなベッドに下ろされてしまった。

　ふかふかのキルトの上で、ひっくり返った蛙さながらに目をぱちくりさせているわたしを無言で見下ろす。その視線に釘付けにされたように動けなかった。やがて彼はわたしの隣に腰を下ろすと、もうずっとそうしてきたかのように、頬から耳たぶへとキスを落とし始めた。

　やがて唇が重なり、侵入してきた舌に息が苦しくなるまで口内をまさぐられる。あふっ、とあえぐと、ようやく唇が離れた。優しい目に縛られたみたいに動けないでいるうちに、頬からうなじへ、さらに開いたブラウスの襟元まで熱い舌先が滑っていく。

　じらすようなキスがなおも続き、触れられた部分がどんどん熱を帯びてくる。それに比例してわたしの呼吸は乱れっぱなしになった。まるで反応を測るように見ていた彼がいきなり立ち上がった。邪魔だとばかりにわたしの服に手をかけると、弱々しい抵抗も無視して難なく全てを剥ぎ取っていく。次に彼もセーターとシャツを脱ぎ始めたので、あわてて身体を捻って反対側を向いた。

　こんなことになるとは思ってもいなかった。ど、どうしよう……。

　激しくどぎまぎしながら身を堅くしているうちに、ベッドに重みが加わった。同時に、感じやすい背中に試すように唇を押し当てられ、ひえっ、とのけぞってしまう。

「いーから。初心者はじっとしてろ」

　からかうような声と共に、問答無用とばかりに熱い唇と舌先が炎のように背筋を伝い始めた。ぞくっとしてまた声が漏れる。その声は自分でもはっとするほど艶めいていた。

　彼はわたしの皮膚をまるで吸い付くみたいに味わい始めた。何だか本当に食べられてるみたい。じっとしてるなんて不可能だった。どきどきしながら縮こまったり、ひえっとかきゃっとか、奇声を上げてじたばたしているうちに、仰向けに返され、あわてて身体を隠そうとした腕も押さえられて、大きくもない乳房が彼の目に露になる。翳った目でそれを見ていた匠が、ふいに硬く尖っていた先端に顔を寄せてきた。甘く歯を立てられ、あんっ、とまた小さな声を漏らしてしまう。

　全身の感覚がさざなみ立っていた。普段よりずっと敏感になっているようだ。彼はそこからわたしの全身にキスを重ねて、とうとう柔らかな太ももの内側へ、そして足の付け根の一番敏感な部分にまで達した。もう十分潤っていたそこに試すように触れられ、びくんと腰が跳ねる。いやいやするように、何度も首を振ったけれど、ふっと笑われただけだった。器用な指に果てしなくじらされるにつれ、痺れるような甘い痛みがその場所にどんどんたまってくるようで、ぶるぶる震えながら泣きそうになった。ううん、もうとっくに泣いていたかもしれない。

　匠の方も大分息が上がっているようだった。やがてもう限界だ、とばかりに低い唸り声とともにぐいと力づくで押し広げられてしまう。

　わたしの中に分け入ろうとする彼に、初めての部分が抵抗し激しく締め付ける。おおいかぶさった大きな身体が、ぐっと強張ったのがわかった。かなり苦戦して、彼がわたしの中にようやく完全に収め切ったとき、わたしの頬は涙に濡れていた。そのとき初めて、彼は自信なさげにわたしの顔を覗き込むと、涙と額ににじむ汗をぬぐってくれる。

「悪い。かなり痛かった……よな」

　その声にはいたわりと優しさがこもっていた。わたしは夢中で頭を左右に振ると、両腕で彼の身体をぎゅっと抱き締めた。大きな身体が安堵したようにぶるっと震える。

「なぁ、こういうのも悪くないだろ？」

　匠の顔は、自信に満ちていると言うよりむしろ可愛く見えた。もしかして、彼も少し緊張してたのかな？

　それまで心に封じ込めていた思いが、合わせた肌からほとばしるように溢れてきて、わたしは夢中で身体を摺り寄せていった。ほっとしたように彼も動き始めた。次第に激しくなっていくその動きに弓なりに身体をそらせ、一生懸命についていく。わたしは内奥深くまで、彼をとことん迎え入れた。

　何がどうしてこうなっているのか、よくわからなかった。けれど、ずっと憧れていた【その瞬間】が、思いがけず訪れたのだと、焦げ付くような白熱の渦に巻き込まれながら思っていた……。







　朝の白い光の中、見慣れぬ部屋で目を覚ましたわたしは、一瞬ぽかんとした。

　服と下着が、ベッドサイドにきちんとたたんで置かれていた。

　がばっと起き上がって、シーツの下の一糸まとわぬ自分の姿に気付き、真っ赤になる。昨夜の出来事がフラッシュバックし、一瞬身がすくんだ。

　落ち着け、落ち着け、と何度も自分に言い聞かせ、ベッドから降りると急いでシャワールームに駆け込んだ。

　部屋に匠の姿は見えなかった。どうやら置いていかれたらしい。ほっとしたような、がっかりしたような、複雑な気持で呟く。

　別に何か言われたわけじゃない。昨夜は、単なるはずみでああなっただけなんだから……。顔を合わせにくいのはお互い様だもんね。

　だから、昨夜のことにはもう触れない方がいい。




　とにかく服を着て、バッグを手に部屋から出たとき、戻ってきた匠と鉢合わせしてしまった。ハンバーガーショップの紙袋を手にしている。

「もしかして、黙って帰るつもりだった？」

　たちまち捕獲され、怒ったようにバッグを奪い取られて、また室内に逆戻りになってしまった。

「土曜日はルームサービスやってなかったからさ。とにかく食えよ」

　そう言いながら差し出してくれたのは、ホットアメリカンとエッグマフィン。

「ほんと、気が利いてる……ね」

　二人並んでマフィンをかじりながら、わたしは消え入りそうな声で言った。普通に話したいけど、すぐには無理そうだ。

　視線を感じながらも、目を合わさずに黙々と食べた。やっとわたしが空になったコーヒー容器を置くと、彼が苛立ったようにぐいとわたしを抱き寄せた。慌てて、押し返そうとする。

「ちょっ、もう夜は終わったの。駄目だってば」

「何だよ、それ」

　思い切り不機嫌な顔で覗き込まれ、さっきの決心もたちまち揺らいでしまう。そのまま強引にキスされ、わたしの顔が泣きそうにゆがんだ。

　顔を上げた匠が、怖いほど真顔で問いかけてくる。

「昨夜のこと、後悔してるのか？」

　えっ？　まさか！ それはないよ！

　思いがけない言葉に驚き、ううん、と即座に応えると、彼はほっとしたように息をついた。

「なら、お前らしくないことするなよ。食ったら行くぞ」




　あたふたとホテルを出ると、昨夜の大雪もおさまっていた。

　会社に停めてあった彼の車に乗せられ、そのまま区役所まで連れて行かれてしまう。

　くやくしょ……？ って、どうして？？？

　頭の周りに疑問符を飛ばしているわたしをちらりと見て、黙ってろよ、と囁くと、匠は婚姻届の用紙を貰い、何の説明もないまま、わたしごと彼のマンションにお持ち帰りしてしまった……。










　あの日のことを思い出すと、今でも笑いが込み上げてくる。




　ほんとーに強引だったなぁ、匠ってば……。

　でも、あの時のわたしは、駄目と突っぱねるには彼に夢中になり過ぎていた。

　だから、面倒なお式もなし。披露宴も何もしない。

　単に籍を入れるだけの簡単な結婚なら、ってことで合意したんだっけ……。




　そんな彼と別れた理由は、わたしが自分の立場を譲れなかったから。わたしには、田舎の両親と工場を捨てることがどうしてもできなかった。匠の方もその頃から、わたしよりはるかに大きな、揺ぎ無い立場に立ちつつあって、多くの責任を負い始めていた。

　もともと、エード・コーポレーションの未来の社長になるべく生まれついている人だ。社から昇進の辞令が出たと聞いたとき、それを改めて感じた。大いに笑い、はしゃいでお祝いしながら、わたしは二人が別々の道を行くべきだと感じていた。互いの立場に縛られたまま、話し合っても何も変わりそうになかったから……。







　ああ、もう！　今さらあれこれ思い出すなんて馬鹿みたい。未練がましいったら。




　お酒のコップが空になっていることに気付き、わたしは大きなため息をついて天井を見上げた。苦笑しながら、なぜか涙がぽろぽろっと頬を伝う。

　彼のことは大好きだった。別れたくて別れたわけじゃない。けれど結婚したときから、彼の腕に長くは安住できないことも、よくわかっていた。

　そんな結婚、したことが間違いだった、と言う人もいる。きっとそうなんだろう。でも後悔はしていない。彼は誰よりも大きくて、あったかい人だった。大樹のような彼の陰で、わたしは背負っている荷物を下ろして安らぎたかったのかもしれない。たとえ、ほんのひと時だけでも……。











二








　それから数日後、わたしは顔をしかめて事務所の電話の前に座っていた。

　はぁ、と何度目かのため息とともに手元の通帳に目を落とす。

　もちろん、こうなるまでただ手をこまねいていたわけではない。けれど、つなぎ融資を頼みに行った銀行で断られ、父がとうとう倒れてしまった。検査の結果、長期入院することになり、母とわたしは真っ青になった。泣き面に蜂とはこのことだ。

　一応社長代理になったわたしに課せられた初仕事は、病床の父と十数人の従業員達とともに、この難局を乗り切って操業を継続する資金問題の解決だった。




　とにかく、大至急お金がいる！

　もう手段を選んでなんかいられない。

　感情問題なんかで、四の五の言っていられる時期はとっくに過ぎてしまってるんだから！

　そう自分を鼓舞してようやく覚悟を決めると、わたしは長い間封印していた【彼】の電話番号をアドレス帳から探し出した。

　その番号をじぃっとにらんでいるうちに、別れた日、最後に匠と交わした会話が浮かんでくる。




「お前にとってさ。結局俺って、簡単に切り捨てられる、その程度の存在でしかなかったわけ？」

　横を向いたまま、かすれた声で問われても、何も答えられなかった。何か言えば、言葉と一緒に弱い心が噴き出してくるだけだ。絶対に泣いてしまう。

「ごめんなさいっ！ ほんとにごめん！ ほんとに何もいらないし、文句も一切言わないから！」

　だから、ただひたすら平謝りに謝って、振り切るようにマンションを出て来てしまったんだっけ……。







　はー、っと自分の顔を両手で覆った。

　なのに、今さら、ぬけぬけと彼に頼ろうとするなんて、どんな顔して……。

　こういう【女の弱さ全開モード】って大嫌いなのに。

　第一、彼と話をするのも、あの日以来だから、約五年ぶりになる。

　どうやって切り出せばいい？

　その前に、どー考えても無理っぽいんですけど……。

　あんた誰？ とか言われて、一瞬で電話を切られそうな気がする。

　まぁ、そのときはそのときっ！　女は度胸だし！




　散々思い悩んだ末、そう口走ると、オフィスの電話を取り上げ勢いでコールした。受話器の向こうから「はい」と低い返事が聞こえたときは、口から心臓が飛び出しそうになっていた。




「あ、あのぉ、加賀原……匠さん、でしょうか？　こんにちは。わたし、海東里穂ですが、覚えてませ……」

　途端に、懐かしい声にさくっとさえぎられた。

「おー、本当に里穂じゃん！ これはお珍しいことで。その後、元気でやってる？」

　陽気な中に、やや皮肉のこもった口調。思わず、やっぱり無理！ と呟いて、咄嗟に通話を切りそうになった。向こうが、こちらのリアクションを見透かしたごとく、「おい、待て！　まだ切るなよ」と大声を上げている。

　……そうだった。ここで切ったら全て終わる。

　心臓をばくばくさせながら、どうにか気を取り直すと、わたしは見えてもいない相手に引きつった笑いを浮かべてみせた。

「あのぉー……、た、匠さん、大変お久しぶりですが、その後お元気でしたでしょうか？」

　我ながらかなり間抜けな挨拶だ。受話器の向こうでクククッと笑っている気がした。すぐ様、陽気な声が続く。

「そろそろ来るかなー、と思ってた。存外遅かったな」

「はぁ、何が遅かったのでしょう？」

「ともかく！　電話じゃなんだし、こっちに出て来いよ。明日の正午、いつもの店で」

「いつもの店に明日の正午、ね。うん、わかった……」

「必ず来いよ。じゃあな」




　通話が切れた後、今のいったい何？　と、受話器を見ながら目をテンにすることたっぷり一分。まるで、わたしからの電話を待ってたみたいな口ぶりだった。その上、彼につられて融資をお願いする相手に、友達みたいなタメ口利いてしまったけど。




　でも、とにかくアポイントは取れたんだし！

　ひとまず成功よね！　と自分に言い聞かせ、やおら立ち上がって、こぶしを握り締めた。

　えいえいおー、と天を突く真似をし、カラ元気を絞り出そうとする。

　これだけは避けたかったけど、今は他に頼める相手がいない。

　もし運良く融資してくれたら、なるべく早く返済できるよう、また一生懸命に頑張ればいいから！




　こうしてわたしは、ただ出かけてきます、と母に言い置いて、翌日早々、東京行きの新幹線に乗っていた……。










　愛用タブレットを手に五年ぶりに上京したわたしは、約束の時間の十五分前に、緊張しながら会社の前のカフェに入って行った。そろそろランチタイムが始まっている。

　匠に『いつもの店』と言われたら、昔よく一緒に来たここしか思いつかなかったけれど、もし違っていたらどうしよう。

　店名なんか覚えていなかったから、正確に確認しようもなかった。でも、本社のすぐ前にあるここは今も変わっていない。

　入った途端、懐かしい空気がまといついて一瞬目を閉じる。ああ、きっと間違っていない。そう確信して、あの頃よく一緒に座った二階席の窓際に腰を下ろした。けれど軽食を注文し、目の前にメニューの品が並んでも、彼はまだ現れない。

　時間はどんどん過ぎていく。ガラス越しに見る本社ビルは、五年前と少しも変わらないようだった。窓から足早に行き来する社員達の姿を眺めているうちに、妙な感傷が湧いてくる。まるで、自分だけが時の流れから取り残されてしまったようなやるせなさ……。




　匠、本当に来てくれるかな？

　半年くらい夫婦していたとは言え、今ではとっくに赤の他人。

　昨夜、アポイントをとってから改めて彼の情報をネットで調べたところ、三十二歳にしてエード・コーポレーションの副社長様になっているらしい。

　副社長なんて、雲の上の人みたい……。

　

　簡単にアポイントが取れた、と、昔のよしみに期待したわたしが甘かったかもしれない。

　もとより彼にとって、わたしは「ほんのひと時妻だった女」と言うだけで、もう何の意味も持っていないだろう。でもわたしにとっては、残された唯一の大きなコネクション。このつてが消えたら、後はどうすればいいのか、本当にわからない……。




　いいわよ。もしすっぽかす気なら、本社まで押しかけてやるんだから！

　こっちはそれくらい切羽詰まっている。見てなさい。来いと言われてここまで来た以上、すんなりとは帰らないから！




　妙な闘争心を燃やしながら、わたしは傍らのビジネスバッグから持参した書類を取り出し、タブレットのファイルを開いた。

　新幹線の中で何度も練習したプロモーションをもう一度反芻し始める。改めて彼の会社を前にし、その大きさにひるんでいる世間ずれした自分が居た。言葉と資料に少しでも説得力があることを祈りながら、もう一度窓の下に目をこらしても、らしき姿は見えない。

　とうとう携帯を取り上げたとき……。

　背後から「……里穂」と、低い声がかかった。







「きゃっ！」

　いつの間に！

　不意打ちに驚いた拍子にグラスを倒してしまい、水がテーブルにこぼれて慌てる。

　おっと、と反射的に書類とタブレットを取り上げてくれた彼に「ご、ごめんなさいっ」と謝りながら、慌てておしぼりでテーブルを拭いた。

　ああ、最悪。何だか、始める前から終わってる……。

　顔に斜線を入れて凹んでいると、また気さくな声がした。

「そんなにビビらなくてもいいんじゃない？　それとも怒ってる？　遅くなって悪かったよ。ちょっとイロイロ手間取ってさ」

「あ、いえ、こちらこそ、お忙しい中お呼び立てしまして……」

　紋切り型の文句を口にしながら、目の前に座った元夫をようやくまともに見た。途端に目を丸くする。

　遅れてきた匠は、五年ぶりにもかかわらず、いかにもざっくばらんで気軽に見えた。

　かっちりしたビジネススーツで武装したわたしとは対照的に、あの頃よくかぶっていたのと似たような帽子に、パーカーにテーラージャケット、ジーンズという出で立ちだ。帽子の下の顔は、別れた頃より少し引き締まって渋くなっていたけれど、やっぱりいい男に変わりなかった。

　ぽかんと沈黙してしまったわたしに、彼はにっこり笑いかけた。何やらわけ知り顔で顔を寄せてくる。

　

　何？　今日はお遊びで誘ったわけじゃないんですけど？

　はっとして書類を取り上げ、さっと相手の顔を遮断してやると、ちぇ、と舌打ちして、彼は元の姿勢に戻った。

　それでも無言でチェックされているようで、なんだか緊張する。最近寝不足で化粧のノリがよくないのが気にかかった。それに、やや流行遅れのこのスタイルも。

　そんな、どうでもいいことばかりが頭をよぎっていると、里穂、とまた名を呼ばれ、彼を見る。

　目が合ったとき、その瞳の奥によくわからない痛みのようなものが走った気がした。次の動きの見当もつかないうちに、ふわりと両手で顔を包まれ、どきりとする。彼は指先で優しくわたしの頬に触れ、額にかかる髪をかき上げてから、そっと手を引っ込めた。

　その予想外の行為に、ご挨拶の続きも忘れたわたしに、彼がくっと笑った。

「おい、何どん引きしてんだよ？　五年振りに人を呼び出しといて、それはないだろ？」

　わたしもついぷっと吹き出してしまう。

「……なんか、変わらないなぁ、匠……。緊張して損した」

　あはは、と声を立てて笑ってしまうと、本当に変な緊張感はすっかり解けた。

「別に引いてるわけじゃないけど……。それより、副社長様になったのに、まだそんな恰好で仕事してるの？」

「おっ、ご存知でしたか。少しは俺のことも関心持っててくれたわけ？」

　嬉しそうに笑う。その笑顔がくせものだ。いけないいけない。平常心！

「そういう意味じゃなくて……」

　つい帽子に目が行ってしまうわたしに、彼は気付いたようにソレを脱ぐと、指でくるくる回した。

「お前に会うんでさっき着替えたんだ。実を言うと、俺もこんなの久し振りだぞ」

　わざわざどうしてよ？　不思議に思ったがそれ以上突っ込むのはやめ、彼に負けない特上の営業スマイルに切り替えた。もちろん言葉遣いもよそ行きに戻す。

「それはどうも。本日はお忙しい中、わざわざありがとうございます。本当にお久し振りですよね、副社長。お目にかかれて嬉しいです」

「あ、俺、コーヒーね」

　人の会心の笑みも無視し、やってきたウェイトレスにオーダーしているので慌てて、お昼はいかがですか？　と尋ねると、ああ、さっき会議の延長で食べたんで、と無造作に応える。

　やっぱり忙しいんだな。あまり時間とらせちゃ申しわけない。

「ごめんなさい……」

　表情をくもらせたわたしに、彼はまたさくっと言った。

「いや。俺もさすがに連絡しようと思ってたからさ」

「えっ？」

「そっち、色々大変そうだもんな。お前もきちんと食べて、健康管理してるのか？ 顔色が良くないぞ」

「まぁ、そこそこね。今へばるわけにもいかないから」

　つい本音で返してから、しまったと思った。でもよそ行きになるには、雰囲気がざっくばらん過ぎる。彼は「そっか」と頷き、もっと何か食べるか？ と聞いてくれる。けれど、話が先だと断った。




　認めたくないけど、匠本人を前にすると、やっぱりその存在感に圧倒される。

　いつもそうだった。軽そうに見えて、彼にはその場を仕切ってしまう何かがある。

　新しいコーヒーカップが二つ、目の前で湯気を立てているのを眺めながら、どう切り出そうかためらっていると、いきなり言われてしまった。

「お前、ぜんっぜん変わってないな。なんか、期待して損した、俺」

　ちらっと苦笑を浮かべ、彼は悠然とコーヒーをすすっている。これじゃ、こっちばかり気取っていても仕方がない。腕組みしていたずらっぽく睨み返した。

「どういう意味よ？」

「お前らしいって言ってんの。今三十じゃなかったっけ？ 三十路にもなれば、もうちょっと熟女めいた色気が出てるかなーとか、俺を見る目も少しは変わったかなー、とか、イロイロ期待してたんだけどな。お前、相変わらずなのな。何か、がっくり来るというか、ほっこりするというか」

「悪かったわね！ どうせ五年たってもどっこも変わってないですよーだ！」

　大体、何を期待してたって？　と、片眉を上げてみせると、はいはい、わかりましたよ、と、両手を広げている。彼のペースに巻き込まれ、わたしも心から笑っていた。よそ行きモードも完全に吹き飛んで、懐かしい空気が戻ってくる。







「……で？ 突然、俺を呼び出した理由《わけ》は？」

　おっと、いきなり本題に行きますか？

　妙に和んでいたわたしもようやく思い出して、急いでタブレットを取り上げた。いつの間にか手順がすっかり狂っている。資料を表示しながら慎重に切り出した。

「ちょっとご覧いただけますか？ これが今期までの当社の営業成績ですが……」

　ちらっと眺めただけで、彼は無造作に言った。

「これはもう知ってる。……で、今後も続けたいって言うんだろ？」

「も、もちろん……。我が社の人的資材は素晴らしいし、どこにも支障はないもの」

「言いかえれば、物的資材は支障が出まくってるってことだろ？　それでうちからの援助が欲しいって、そういう話じゃないのか？」

 　いきなり核心を突かれ、ぐっと押し黙る。

「どうして……？　もしかして知ってた？ うちの経営事情……」

　しどろもどろで問い返すわたしに、彼は初めて実業家らしい表情で頷いた。

「お前の会社のことは、いつだって見てるさ」

　またもやぐっと来て、しばらく沈黙してしまった。ありがとうと言うべきなの？ そんな風に言われても、どう返したらいいかわからない。

「……でしたら今日は、海東酒造の社長代理として、エード・コーポレーションの副社長様に、是非ともご検討いただきたい提案がありまして……」

　やっとの思いで切り出した途端、また意外そうに遮られた。

「お前が社長代理なんかやってんの？ 親父さん、検査入院したことは聞いてたけど、そんなに悪かったのか？」

「どうして知ってるの？　そんなことまで調べてきたわけ？」

　もう限界。つい感情的になってしまった。彼も負けずに「当たり前だろ！」と唸ると、どうなんだよ、と食い下がってくる。

「……そう。検査して、ここ半月ほど入院してる。でも容体は安定したし、命に別状はないから。それより……」

「病院は地元？」

「うん、そうだけど……。でもそんなこと、あなたには関係ないでしょ？」

「それ本気で言ってるのか？」

　途端に彼の表情が鋭さを増し、びくっとした。少し怒らせてしまったようだ。

「来いよ、里穂。出るぞ」




　突然立ち上がると彼は会計を済ませ、わたしを引っ張って目の前のエード・コーポレーション・ビルに向かって歩き始めた。

　どうなっているのか、今からどうするつもりなのか、さっぱりわからない。ただ呆然と足早に歩く彼について行った。

　勢い任せに掴まれた手首は痛いくらいで、触れ合った部分がじんじんと熱を帯びてくる。




「今から行くと、どれくらいで着ける？」

「って、まさか……、来るつもりなの？　北陸まで？」

「ここまで聞いた以上、そのつもりですが、いけませんかね？」

　えええっ！ と仰天しているわたしに構わず、エレベーターで懐かしい会社の地下駐車場まで降りると、駐車された車の助手席のドアを開いた。乗れよ、と顎をしゃくる。

　本当にいいんだろうか。突然の展開に躊躇したけれど、ほとんど押し込まれるように乗せられてしまった。彼はそのまま立って、少しの間どこかへ電話したり、検索していたけれど、急に乗り込んでくると、エンジンをかけて車を出した。

　匠が本気だとわかると、わたしは押し黙ってしまった。だって、止める理由はどこにもない。これはエード・コーポレーションのトップに、わたし達の工場を見てもらう絶好のチャンスなのだから……。










三








　それから数時間後、わたしは匠と並んで、父の入院している病院で担当医の詳しい説明を聞いていた。

　わたしからもあらかじめ話しておいたけど、改めて医者の話を聞き、彼もほっとしたようだ。そのまま大きな花籠を手に父の病室を訪れる。

「おお、これはこれは……」

　わたしと匠が二人一緒に入っていくと、父は驚いたようにベッドの上で身じろぎした。起き上がろうとするのを、匠が優しく押し留めて、「ご無沙汰しています」と頭を下げているので、びっくりした。この二人、知り合いだったの？

　しかも、わたし達二人が一緒にいる姿を見た途端、父の目がなぜか潤み始め、ぎくっとした。もしや余計な期待をさせてしまった？　単に見舞いに来ただけだとわかったら、がっかりするかも……。

　そんなわたしの心配をよそに、匠はベッドに屈み込むと、頼もしげに父に話しかけている。父も、こちらなど見向きもせずに、震える手を伸ばして彼の手を掴もうとしている。その老いた手を、匠がしっかりと両手で包み込んだ。今の彼からは、普段の軽薄さはみじんも感じられない。




「匠君……。娘とうちの会社を、どうかよろしく頼みます」

「はい、もちろんです。ですから安心して、早く元気になってください」




　い、一体何を言ってるのよ？　二人とも……。

　目の前で展開されている男の世界から、完全にはじき出されて呆然としているうちに、匠は振り返ってわたしに笑顔でうなずいた。

「それじゃ、失礼しよう。またすぐにでもお邪魔しますよ、お義父さん」

「ああ、ありがとう。里穂、匠君は今晩、うちに泊まっていただけるんだろうな？」

　えっ？

　そんなこと、考えてもいなかったけれど、そう言えばもうそんな時間だ。お昼過ぎからずっと移動で、彼もさぞ疲れているだろう。

「う、うん、もちろん……。その、彼の都合がよければ、だけど……」

　予想外の展開に驚きながら恐る恐る言い足したわたしの言葉を引き取って、彼はにっこりした。

「ありがとうございます。それじゃお言葉に甘えさせていただきます」

「ああ、よかったよかった。里穂、くれぐれも粗相のないようにおもてなしするんだぞ。明日、工場をご覧いただきなさい」

「わかった……」

「それじゃ、今はお体を直すことに専念なさってください」

　一緒に病室を出て行くわたし達を見送る父が、さっきまでより数歳若返ったように見えた。下手に希望を持たせて、後で交渉が駄目になったらどうしよう。思わず心配になってしまう。




「匠！　待ってよ。今の、いったいどういうこと？」

「何が？」

　病室から離れるなり、とぼけている彼の前に回って、わたしは真顔で突っ込んだ。

「もしかして、以前から父と連絡取ってたの？　わたし達のこと、何か話した？」

「俺達のことって？」

「その、わたし達が昔、一時的な……関係だったとか、り、離婚したいきさつとか……」

「……別に。年賀状とか季節のご挨拶くらいだけど？」

「本当に？」

　その程度で、さっきのような会話になるだろうか。けれど彼ははぐらかすように甘い笑みを浮かべただけだった。

「里穂、お義父さんは大丈夫だよ」

　そして、ふと思い出したように携帯を取り出して見ている。

「あと、酒造所も見せてもらいたかったけどな」

　外に出ると、もう夕暮れ時になっていた。わたしは急いで彼を見上げた。

「時間も遅くなったし、匠の都合さえよければ、酒造所は明日にして。今夜はうちに泊まってゆっくりして……」

「へぇ、本当に泊めてもらえるわけ？」

「父が、さっきそう言ってたじゃない」

「お父さんに言われたから、だけ？」

　穏やかに見つめられ、どう答えればいいかわからず、目をそらしてしまう。

「びっくりするくらい古いからね、うち……」

「構わないさ」

　何故か楽しそうな匠をナビゲートしながら、予想外の展開に驚いていた。すぐ家に連絡すると母も驚いていたけれど、お客様がエードの副社長で、うちの工場を見に来てくれたのだと説明したら、俄然張り切ってしまった。親戚一同お待ちしているから、と言われ苦笑してしまう。




　匠がうちに泊まる図なんて、想像したこともなかった。でも忙しい中、東京からはるばる来てもらったんだし、第一、今から工場を回りきれるわけがない。せっかくの機会だから、じっくりと見て味わっていってもらいたかった。我が家の百年の結晶とも言える、自慢の味と伝統を……。







　濃い紫地に金文字で「かいとう」と染められた暖簾のかかった二階建ての木造旧家が我が家だった。工場に隣接して建ち、お酒の販売店舗も兼ねている。




「遠いところを、ようこそお出でくださいました」

　和服に身を固めた母と叔母が、玄関先で丁重にお出迎えしたので、匠も恐縮したように挨拶を返している。

　土間を改造した昔ながらの店舗スペースを興味深げに眺めている匠に、あれこれ説明するうちに、食事の準備が整ったと告げられた。行ってみると二十畳の畳の間に、まるで小宴会のような食事がセッティングされている。

　上座に神妙な顔で座った匠に、母の指図で出されたのは、我が酒造所の代表銘柄、全国清酒コンクールで七年連続金賞受賞を果たした『誉れ』という日本酒だった。今年もコンクール用に特別に作って保管されていたものだ。わたしにお酌をさせながら、母がその履歴を丁寧に説明している。一口飲んだ匠が何か考え込むような目になった。見ているこちらまでどきどきしてくる。




　それからは、なんだか本当に宴会のように盛り上がった。元来明るい性格の匠はすっかりその場に溶け込んで、自分から楽しそうに笑いをとっている。

　夜も遅くなった頃、ようやくお開きになった。匠の休む二階の部屋を整えてもらい案内した。叔母さんがまるで旅館みたいにお布団まで敷いていってくれた。着替えのない彼にお風呂に入ってもらうため、父の浴衣を手渡す。頃合を見て、その部屋でお茶の支度をしていると、なんだ不思議な気分になってきた。

　これじゃ、まるで奥さんに戻ったみたい。

　くすっと笑ったとき、背後の戸が開いた。




「あー、いい風呂だった。命まで洗われるな。お前も入ってこいよ、里穂」

　何気なく振り返って浴衣姿の湯上りの匠を見るなり、「わぉ！」と小さく声を上げてしまった。

　長身の彼が、見た目よりたくましい体に浴衣一枚ざっくりとまとい、帯を腰で留めて、乱れた髪はまだ少し濡れている。その姿は強烈に男っぽかった。

　わたしの心臓が急に激しく打ち出して止まらなくなる。きっと顔が赤くなっている。ああ、馬鹿みたい。ティーンエイジャーの女の子じゃあるまいし、三十にもなって何、この反応！

　そう自分に言い聞かせながら、頭の中で懸命に数を数えて平静を取り戻そうとした。向こうも何故か急に黙り込んでしまう。妙な間が開いたことに気付かれただろうか。慌ててお茶を濁そうと、胡坐をかいて座った彼の前に、お茶を注いだ湯飲みを置きながら軽く言った。




「そ、そういうスタイル、初めて見るけど、意外と似合うね。えーっと、あと足りない物はない？　欲しい物があれば、すぐに……」

「いや。今欲しいのは『物』じゃないな」

　ぼそっと呟いた彼が、取り上げた湯飲みを脇のローテーブルの上に置いた。ふいに手を伸ばしてわたしの手首をぐっと掴んだのではっとする。

　わたしの反応を見るようにゆっくりと、その強い腕の中に引き寄せていった。抵抗しようと思えばできたはずなのに、何もできずにいるうち、彼にしっかりと抱き締められてしまっていた。




　それはまるで、もう限界だ、と言わんばかりの荒々しい抱擁だった。わたしもよく似た気持だったから、抗うことなんかできっこない。そのまま、傍らの布団の上に横たえられ、黙って彼を見上げた。間近で見つめる黒い目が燃えるようだ。

「今すぐお前が欲しい。そう言ったら、聞いてくれる？」

「匠……」

　ためらっているわたしに、彼は目を細めて顔を寄せてきた。唇を覆われ、誘うようなキスにたまらなくなって唇を開く。すかさず進入してきた彼の舌の熱さを感じながら、五年ぶりの刺激に全身が反応していた。敏感な部分がもう目覚めて疼き始めるようだ。彼の身体もひどく緊張しているような気がする。しばらく思いのままにわたしの唇をむさぼった後、ようやく少し唇が離れたので、あえぐように息をついた。

　それでも、まだまだ足りないとばかりに、何度も何度も唇を重ねてくる。舌を熱く絡めたり吸い上げたり、誘惑するように胸元へ濡れた軌跡が伝っていくのを感じながら、時間も忘れて懐かしい感触にしばし陶然としていた。いつの間にかブラウスのボタンがはずされ、レースの下着越しにのぞくふくらみに熱い舌先が触れる。わたしはたまらなくなって、彼の洗い髪に指を差し込んだ。ブラがずらされ、解放された堅くとがった先端を甘く噛まれて、思わず呻いてしまう。

「里穂、里穂……」

　呻きとも囁きともつかぬ声が、苦しげにわたしの名を呼んだ。彼の手が下りてきて、スカートにかかったときだった。




「里穂ったら、どこに行ったのかねぇ。 明日の朝のことを相談したいのに……」

　廊下の向こうから、わたしを探しているらしい母の声が聞こえ、すっかり熱くなっていたわたし達も、はっと我に帰った。この部屋に鍵なんかついていない。

　彼が身体を起こした。わたしも慌てて起き上がると、匠に背中を向け震える手で乱れた服を調える。

「……謝って欲しい？」

　匠のかすれた声が問いかけた。思わず目を伏せてしまう。

　今の現象をどう考えればいいの？ いい年した男と女が、磁石のように引き合った自然現象？

　第一、わたしも全く抵抗しなかった。むしろ夢中で応えたことをどう説明できるだろう。アラサー女の欲求不満とでも？

急に恥ずかしさがこみ上げてきて、わざと蓮っぱに言い返した。

「別に謝ることでもないでしょ。いい歳してお互い様じゃない。でも、いくら会社のためでも、わたし、枕営業までするつもりはないから」

　聞くなり、怒ったようにそっぽを向いてしまった彼を残し、わたしはそのまま部屋を出た。




　さっきの出来事のせいか、それとも匠が数部屋先に寝ているせいだろうか。 

　うずく体を持て余しながら、ひどく寝苦しい夜を過ごした後、わたしは早々に起きて朝の支度をしようと降りていった。

　ちょうどまかないのおばさんが始めたばかりだったので、調理を手伝う。 

　やや緊張した顔で匠のお膳を整え、それを持って部屋をノックすると、彼ももう起きていた。何となく、昨夜より不機嫌な感じがしたけれど、あの出来事には一切触れず、そっと朝食の膳を置く。

　今日の予定など当たり障りのない会話を少しだけすると、「支度したら、降りてきてね。待ってるから」と言い置いて、わたしは急いで階下に戻った。







　仕込み作業をしていた小母さん達が並んで出迎える中、昔ながらの蔵のような建物に、匠を迎え入れた。考えてみれば、結婚していた頃も、彼がここに来たことは一度もなかった。工程を見せるのはこれが初めてだ。

　醸造所の一番最近買った機材から、熟成、発酵の過程まで、時折質問しながら点検するように見て回る彼の眼には、今まで見たこともないくらい真剣な光が宿っていた。そう、これが仕事中の加賀原匠の顔……。見ているうちに、またわたしの鼓動が不規則になってくる。

　

　お願いだから、そんな顔、今のわたしに見せないで。もっと何か、期待しそうになるじゃない……。




　折しも、毎年行われるコンクールのため、『誉れ』の他にも何種類か特別に醸造した清酒が造られていた。年配の蔵元代理と一緒に、できる限り説明しながら、わたしは幾度も弱い自分の心と戦う羽目になっていた。 




　お昼をごちそうになったあと、最後の工程まで見終えると、わたし達は事務所で話し合った。

　彼が力を込めて、ここの代表的ないくつかの銘柄の清酒については、首都圏や全国ベースで発売しても可能性があると思う、と言ってくれたので、みんなの目が輝いた。それを見ながら、ただし、として、製造量の問題や工程簡略化の案を話してくれる。

　次第に熱の入ってくる話を聞きながら、古くからのスタッフ全員が新しい希望とやる気をもってくれたのがわかり、とても嬉しかった。

　そして、みんなの笑顔に見送られ、わたし達は駐車場まで戻ってきた。




　二日間があっという間に終わってしまった。いつの間にか夕方になっている。彼とのお別れの時間が近付いていた。車が見えてきたとき、わたしは思わず立ち止まった。




「匠……。二日もかけて色々と、本当にありがとうね」

「何だよ、急に改まって」

　少し照れたように振り向いた彼に、心からの感謝を込めて一生懸命に微笑みかける。

「だって……、すごく忙しいのに、わざわざ時間をとってここまで来てくれて。それに、話を聞いてくれて、アドバイスまでしてくれて……。お母さんもみんなも、とっても喜んでたよ。エード・コーポレーションの偉い人が、真剣にうちの蔵と酒を見てくれたなんて、それだけで、もうすっごく励みになったみたい」

「ねぎらいのお言葉、痛み入るけど、その件にはもう少し続きがあるんだ。里穂、本気でうちとの取引、考えるつもりがあるのか？」

「エードと取引してもらえるの？　本当に？」

　むしろ驚いて問い返してしまった。例えばの話だと思っていたから。

「マジであの酒ならいけると思う。販路さえ拡大できれば顧客はすぐに掴めるだろう。飛ぶように売れるかもしれない」

「ほ、ほんとに？　お世辞じゃなくて？」

「バーカ。お前しかいない所で、お世辞言ってどうする」

　額を指でこづかれ、あ、そうだよね、と苦笑する。




　急に未来が開けてきたような気がして、わたしはどきどきし始めた。こんなチャンス、一生に何度もあるものじゃない。期待に大きく目を見開き、わたしは彼をじっと見上げて続きを待った。でも、匠は不可解な顔でわたしを見つめるばかり。




「でも……、匠、どうしてそこまで言ってくれるの？」

　沈黙が続き、また不安になってきた。ずっと心に引っ掛かっていた心配がだんだん大きくなってきて、とうとう口からこぼれてしまう。

「もしかして、何かその、昔のよしみで義務感……とか、責任感みたいな、そういうの感じてるんじゃないよね？　当たり前だけど、そんなのは一切必要ないからね」

　彼がもどかしそうに息をついた。急に耐え難いものを感じ、わたしは彼から目をそらし、傍らの桜を見上げた。駐車場の脇にどっしりと立つ、樹齢百年以上の桜の木。




「見て！　本当に綺麗！」

　わたしの声につられたように、匠もその花枝を見上げた。黄昏の金色の光を受けながら、満開の白い花びらが後から後から降るようだ。そのまま、二人ともしばらく黙ってじっと立ち尽くしていた。やがて、彼がぽつりと呟いた。

「これが、お前が守りたいものだったのか？　俺の傍から、無理やり離れて行ってまで……さ」




　意外な言葉に驚いて、わたしはぱっと彼を振り返った。

　彼はまだ桜を見ていた。少し咎めるような横顔に白い花弁がかかり、さびしそうな陰影を落としている。

　これまで、匠は一度もわたしに文句を言ったことはなかった。でも、だからって何も感じていなかったわけじゃないんだ。そのとき、はっきりとわかった。

　次の瞬間、わたしは「ごめんなさい！」と、思い切り頭を下げていた。

「本当にごめんなさい！」

「里穂」

「でもね、匠……」

　わたしは彼の顔を見ないようにしながら、そっと続けた。

「あなたのことは、今でもやっぱり大好きだから」

 　彼がはっと息を呑んだ気がした。物問いたげな視線から逃れるように、わたしは一歩踏み出し、満開の桜の枝に向かって微笑みかけた。

「……もちろん、会社のこととは一切関係なしにね。離れていても、いつでも大好きだったから。この気持だけは、多分これから何があっても、絶対に変わらないから……」

 

　彼がここに来ることは、もう二度とないかもしれない。この花吹雪の幻の中で、最後の最後に、自分の気持に正直になる時が来たのだと悟っていた。

　今まで、どうしても言えなかった謝罪と愛を、サヨナラの間際にやっと口にすることができた。そのことにひそかに安堵さえ覚える。




　沈黙していた彼が、ふーっと大きなため息をついて、わたしの傍に立った。

「里穂、俺を見ろよ！」

　いきなり肩を掴んで否応なくわたしを振り向かせると、彼はわたしの顔を覗き込むようにして勢い込んだ。

「一方的かつ自己満足的に、一人で勝手に完結するな！　お前はいつもそうだって、全然自覚してないだろ。それじゃ聞くが、俺が守りたいものが何だったのか、お前、わかってるのか？」

「……匠？」

「ずっとお前は、俺より、故郷と自分の家を選んだと思ってた。だったら、俺が無理やりお前を東京に縛り付けておいても、何の意味もないと思ってた。けど、それなら……」

　彼の唇に要注意マークの微笑が浮かんだ。

「この取引、実はもう一つだけ条件があるんだ」

「わたし……、わたし達にできることなら、何でも……」

　何が言いたいのか見当もつかないまま、用心深く答える。

「ああ、簡単なことさ。それにお前にしかできない」

　見つめる目が、ふいにきらめいた。

「お前が東京に来て、俺ともう一度一緒に暮らすこと。今までの五年分も合わせて、今後はしっかりと俺の世話をしてもらう」




　ええっ？　と聞き返す間もなく、身体に腕が回され力いっぱい抱き締められた。本当に痛いくらいの力で。そしてほとんど同時に唇が降りてきて、しっかりとわたしの唇に重なった。たちまち身体の奥で火花がはじけ飛ぶ。




　今の、どういう意味なの？　よく考えなくちゃいけないのに、こんなのずるい。ずる過ぎるよ……。

　わたしの理性と本能が激しくせめぎ合った。けれど所詮無駄な抵抗。わたしの方こそ、昨夜から、ううん、離れていた五年間ずっと、このぬくもりと安心感が恋しくてたまらなかったのだから。

　触れ合った唇から彼をもっと味わいたくて、夢中になってキスを返し始める。

　ああ、この感覚……。

　忘れていた。思い出したくなかった。そして思い出してはいけないものなのに……。

　大混乱し、何とかその荒々しい抱擁とキスから逃れようと一生懸命もがいてみた。けれど、動くな、とばかりに、ますます強く抱き締められてしまっただけ。




　ねぇ、駄目だってば……。

　どうするのよ。

　もう一度この胸に寄りかかってしまったら、今度こそ抜け出せなくなってしまうのに。




　とうとう涙が頬を伝い始めた。匠もそれに気付いたように顔を上げると、指先で涙をぬぐってくれる。間近にある彼の顔を見ることができず、伏目がちに囁いた。

「お願いだから……、もうこんなことしないでね、匠」

「何でだよ？　嫌がる振りしたって無駄だぞ。ゆうべも今も、お前だって、俺と同じくらい欲しがってるじゃないか。いい加減で認めろよ」

「だ、だけど、わたし達、もうとっくに終わってるんだよ？　あなたは何とも思ってないから平気かもしれないけど、わたしはそんな、古傷えぐるようなことは……」

「俺が何とも思ってない？　こいつ、人の気も知らないで……。そろそろキレるぞ、いい加減にしろ！」

　突然の怒声を浴びてたじろいだわたしの身体を揺さぶりながら、彼は乱暴に続けた。

「俺達の関係はまだ終ってない！　お前が勝手に家を飛び出したっきり、五年も帰ってこなかっただけだろーが！」




　えっ？　それってどういう意味……？

　多分目がまん丸になっていたと思う。そんなわたしに彼は表情を緩めた。やがてぷっと吹き出すと、仕方ない奴、とばかりに、笑いながら再び荒っぽく抱き寄せる。

「なんだよ。本気で別れたと思ってた？　そりゃお生憎だったな。お前はまだ戸籍上もしっかり俺の『配偶者』なの！　お前、自分の戸籍謄本、一回も見てなかったのか？」

　うっ。確かに見てませんでしたけど……。

「で、でも！　あの時、確かに離婚届にはんこ押して渡したでしょ？」

「ああ、貰いましたねぇ。人の意見も聞かず、超一方的に。それに俺も判押して、役所まで出しに行けば有効だけどな」

「出さなかったの？」

「はい、ご名答。ずいぶんと時間かかったな」

 

　うっそおおおおお！

　今知った衝撃の事実。わたしの頭は瞬時に真っ白になった。めまぐるしく変わっていくわたしの表情を見ながら、彼がおかしそうに笑い出した。やがて笑いながら、もう一度さっきよりも遥かに優しくわたしを抱き締め、誘うように囁く。

「なぁ、わかっただろ？　もういい加減、俺ンとこに戻って来いよ、里穂」

「匠……」

「お前は十分頑張った。これ以上一人で頑張るな。もう一度、俺と一緒に……」

 　力強い腕の中、赤ん坊のように何度も揺すられているうちに、また目から大粒の涙が溢れ出した。

　もう限界だった。わたしは、彼にすがって本当に子供みたいにわあわあ泣いた。泣きじゃくりながら、こくり、こくりと何度も頷いていた。







「もしかして、お父さんと、以前から連絡取ってたの？」

　車に乗って、涙でぼろぼろの顔をティッシュでぬぐいながら尋ねると、彼はまた少し照れ臭そうな顔をした。

「まぁな。親父さんとは今後のことも含め、以前から少しずつ電話で話してたんだ。お前に話すきっかけが掴めなかっただけで……。だからお前の方から連絡があった時は、超ラッキー！ と思ったね」

「そんな……」

　もう言うべき言葉が見つからない。馬鹿みたいに沈黙していると、彼がエンジンをかけながら、さくっと言った。

 「なぁ、今から一緒に東京に戻る？ それとも、とりあえず近くのホテルにする？」

　ま、ここなら旅館も風情がありそうだけどな、などと呟いている匠に呆気にとられた。

「な、何でホテル……？」

「決まってるだろ？　俺達、たった今からもっかいやり直すの。酒造所のことは、東京に戻ってから、うちの人間も含めて本格的に話し合えばいいだろ。ＯＫ？」

「やり直す？　東京に戻る？　いったいナニが……、どこが『オーケー』なのよー！」

　思わず叫んだわたしの口を、彼がおっと、とばかりに唇で塞いでしまった。しばらくしてやっと解放されると、ゼイゼイ息を継ぎながら、何とか声を絞り出す。

「もう少し時間くれてもいいのに。なんでいきなりそうなるわけ？」

「時間なら、たっぷり五年もやっただろ」

「そんなぁ！」

「あっは、ほんと可愛いよな、お前……。もう我慢できねーや。やっぱ、即ホテルな。五年分に、利息もがーっつりつけて返してもらうから覚悟しとけよ」




　真っ赤になったわたしに、意味深な流し目をくれると、彼は楽しそうにハンドルを回し始めた。

　かすんだ目の端で、春の一番星がきらりと瞬いた。それは新しい希望の象徴のように、明るくきらめいていた。











四







「た、くみ……、ああん、もう駄目ぇ……。お願い……、体、壊れちゃうよ」

　素敵なベッドに裸身を横たえ、脚を大きく開かれて腰を押さえつけられたまま、わたしはとうとう泣きべそをかいた。胸元に顔をうずめている元夫、もとい、現夫の顔を見ようと何度も頭を動かす。けれど、そのたびに敏感な乳首に歯を立てられ、滑らかな舌先で執拗になぶられると、びくんとイヤでも身体がのけぞってしまう。とうとう観念して目を閉じた。

　今は感じることに精一杯で話なんかできない。もだえるようにどこか遠くから聞こえる、甘い女そのもののような声。これが本当にわたしの声だろうか。

「そうか？　けど、まだもうちょっと大丈夫だろ？　俺、まだぜんっぜん満足できてないんですけど」

「あっ、いやっ」

「へぇ、じゃ、これならどう？」

　こいつがこんなに意地悪だったなんて、知りませんでしたよ、はい。

　頭を左右に振って、べそをかいて訴えるわたしに、どこかすねたように応えながら、なおも徹底的に秘所を攻め立ててくる。そんな彼に、容赦なくかき乱されて、悶え続けている。

　まさか……、本気で五年分やるつもり？

　思わずくらくらしてきた。もう限界のはずなのに、身体はそれでもまだ彼の愛撫に反応している。これ以上受け入れるのは絶対無理。そう思うそばから、ハードルをさらに覆すような攻撃に、否応なく全身を投げ出しての全面降伏状態になっていた。

　この部屋で、このベッドに閉じ込められてから、どれくらい経つんだろう……。




　混濁しかけた意識とは裏腹に、もっとも敏感な部分をこね回し続ける指先の繊細な動きに反応し、全身に何度目かの震えが走った。我知らずまた甲高い叫び声を上げたとき、とうとう彼が身体を起こし、わたしの中で激しく動き始めた。

　あっ、と思ったとき、わたしはしっかりと彼に覆われていた。以前と同じか、もう少し堅くなった気がする身体が、わたしを包み込みながら小刻みに震えている。ああ、この汗のにおいと満たされた感覚、どちらも本当に久し振り。不覚にも涙ぐんでしまうほど。




「里穂、俺を見て……」

　促され、霞のかかった目を開くと、彼の目に満足そうな輝きが見えた。次の瞬間、もう一度唇をふさがれ、舌がわたしの舌に絡み付いてくる。第二の蹂躙。こういうとき女は本当に弱い。ただ従うしかない立場に置かれるけれど、彼になら、それも嫌じゃない。




　上体を心持ち持ち上げ、今度はわたしの中を味わうようにゆっくりとかき回し始めた彼が、やがて、どんどん速度を速め、絶え間なく律動を繰り返しながらわたしの一番奥まで突き進んてくる。体の内側に感じる生々しい彼の感触……。

　突然はっと気付いて、わたしは慌てた。

「ね、ねぇ、このままだと、赤ちゃん……、できちゃうかも……」

　まずいんじゃ、と言いかけたとき、彼がすねたように見下ろしてきた。

「俺の子供産むの、そんなに嫌なのか？」

「嫌じゃないけど……」

　正直言って、そんなこと考えたこともなかった。だって、五年も会っていなかったんだよ、わたし達……。

　おまけに、つい数時間前まで、わたしの方は今でも夫婦だってことさえ知らなかったわけで。

　なのに気が付けばもうベッドにいて、こんな風に一番親密な部分で一つにつながっている。でもどんなにそれを待ち焦がれていたか、わたしの体が一番よく知っているようだった。きっともう全部彼にも伝わってる。

「なら、このまま、運を天に任せてみてもいいんじゃないか？」

「だけど……」

　はっきり返事をしないわたしにじれたように、彼はまた動き始めた。緩急をつけてじらすように幾度も。そんな大事なこと、この状態で考えろって言われても無理だよ……。

「俺としては、それこそ願ったりなんだけどな。この不良奥さん留めとくには、それくらいでちょうどいいんじゃないか？」

「匠……、あーっ」

　どう応えればいいのか、ゼンゼンわからないまま、身体が再び痙攣し始めてしまった。今後のことで具体的なことは、まだ何も決まっていないのに、そんな大きな賭けに出てもいいんだろうか。でも、もう限界。大声を上げて、のたうったわたしをぐっと抱えたまま、彼がさらに深く突き込んできた。

　ふいに目の前にぎらぎらと白熱した太陽が迫った。体の芯から波のように幾重にも震えが押し寄せ、次第に激しくなってくる。全身をピンとのけ反らせたまま、エクスタシーの大波が通り過ぎるまで、彼にしがみついているしかできなかった。

　ほぼ同時に、彼の身体も唸り声とともにきつく張り詰める。

　全てが終わった後、わたし達は抱き合ったまま、しばらく溺れかけたように荒い息をついていた。やがてようやく隣に横たわった彼は、わたしを引き寄せると、隙間もないほどぴったりと身体を密着させた。

「長いこと放棄してた分も、奥さん業、これからガッツリよろしくお願いしますよ」

　かすれた声が楽しそうに聞こえた。意識が途切れる間際、彼の口元に満足そうな笑みが浮かんだような気がした。










　東京はいつもせわしない。過ぎ行く季節さえ忘れてしまうような高層ビルの林立するオフィス街を見上げ、わたしは気合いを入れ直すために下げたバッグをぐっと握り締めた。

　あれから二ヶ月。もうすぐ匠に会える。そう思うだけで、心臓の鼓動が自然に速くなってくる。ずっと会わないまま、意地を張って頑張っていたくせに、一旦寄りを戻してしまうと、心ってこんなに弱いものなのか、と我ながら笑えるほどだ。




　先日、ホテルの部屋に閉じ込められて、ほとんど一晩中もう限界ってくらい激しく抱かれた記憶が、身体のすみずみまで焼き付けられてしまったようだ。上京の準備したらさっさと来いよ。でなきゃ、この話白紙に戻すからな、と脅すように言い置いて匠が東京に帰った後も、夢に見たほどだった。

　しかも後遺症というか、おかげで奴の顔がいつも目の前にちらついて離れない。いつもと同じ仕事をしていても、会いたいという気持が時折抑えようもなく膨らんで、手が止まってしまうくらい。

　わたしが居なくなって、工場は困らないだろうかと心配したけれど、母に相談したら、逆にほっとした顔をされてしまった。

「そりゃ会社も大事だけど、娘がいつまでも嫁に行かないのも、親としては心配だからねぇ」

　そんな世間並みのことを言いながら、母はわたしを見るたび、早く行けとせっついてくるようになった。

　おまけに匠本人からも、このところ、ほとんど毎晩のように電話が入っていた。それも携帯にではなく、親に見せつけるようにわざわざ家の電話に。母親が出ては、嬉しそうに少し話して電話を代わる。これでは今更行かないとも言えなくなる。それも作戦のうちなのかもしれない。




　それでも、やりかけていた地場産業の販売網に新銘柄を乗せるのに少し手間がかかった。仕事と準備に追われ、あっという間に時間が過ぎていく。

　荷物だけ先に彼のマンションに送り、ようやくわたしが東京行きの新幹線に乗ったのは、結局初夏の風が吹く頃だった。







　その日は、匠の会社とうちとの初めての正式な商談日でもあった。やっとセッティングしてもらうことができた以上、匠に念を押されるまでもない。とにかく頑張らなくちゃ！

　そう気合を入れて、東京駅の待ち合わせ場所に立ってから、約五分後。

「海東里穂さんですか？　エード・ドリンクの者です。お迎えに参りました」

「はい、そうです。わざわざ本当にすみませんっ」

　待ち人来る。匠じゃなかったけど。慌てて頭を下げると、多分まだ二十代後半の彼は、さわやかに笑った。

「副社長から直々に頼まれましたので。荷物をお持ちします」

　ありがたく車に乗せてもらい、そのままエード本社ビルに着く。

「あの、たく……いえ、副社長は今、お忙しいんでしょうか？」

「あの方がお暇だったことはあまりないですね。今はご来客中だと思いますし」

「そう……ですか」

　そっか、そうだよね。今じゃ副社長様なんだもん。




　数年ぶりの会社の中を案内されて、副社長室に入っていくと、デスクに着いて電話できびきびと指示を出しているとてもきれいな女の人がいた。美人なだけじゃない。ファッションセンスも抜群で、見るからに仕事のできるキャリアウーマンだ。その彼女が電話を置くと、机を回って近寄ってきた。ここまで案内してくれた男性も、ただ頷きかけただけで黙って帰してしまう。

「海東酒造の海東様ですね。承っております。副社長はただいまご来客中ですので、こちらで少々お待ちくださいませ」

　表面的には丁寧な応対だったけれど、わたしを一瞥し、何このやぼったい女、と思っているのは見え見えだった。わたしは落ち着かない気持で示されたソファーに腰を下ろした。彼女がお茶を運んでくる。




「あの、あなたは……」

　どなた様ですか、と聞くのも失礼かもしれないが、思わず口をついてしまった。彼女が営業スマイルで応える。

「佐伯と申します。副社長の秘書を勤めさせていただいております」

「そうでしたか……。まだ長いことかかるんでしょうか？」

「そうですね。申しわけございません。あと少しお待ちください」

　そんなに忙しかったのなら、何も今日じゃなくてもよかったのに。

　わたしは隣の部屋に続くドアを眺め、ため息をついた。

　秘書さんの自信に満ちた目に、じろじろと見られていると、だんだん落ち着かなくなってくる。

　匠ってば……。こんなすごい美人さんと、毎日朝から晩まで一緒に仕事してるなんて。

　そう思った途端、なぜかもやっとした気持に包まれた。それを打ち消すように、目の前のカップを取り上げる。

　そのときドアが開いた。ばりっとした黒っぽいスーツにネクタイ姿の匠が、初老のおじ様と一緒に出てきたので、どきっとする。

　うわ、こんな匠も久し振りかも。

　浴衣以来の衝撃。そういえば、あの変な帽子かぶった気楽なスタイルの彼ばかり見ていたような気がする。

　彼もわたしに気が付いたようだ。でも無言でちょっと頷いただけで、飛んできた秘書さんに書類を手渡して小声で指示している。彼女は慣れたように頷いてそれを受け取り、匠のネクタイまでささっと直している。そのばっちり決まったツーショットに、わたしはまた固まった。

　奴はそのままお客様と部屋を出て行ってしまった。秘書さんも、もうわたしのことなど忘れたように、書類を手にパソコンに向かっている。手持ち無沙汰な時間が、やけに長く感じられた。




　そんなわけで、やっと匠が戻ってきたときには、わたしの苛立ちはピークに達していた。

「お待たせ……」

　と言いかけた彼を押し留めるように立ち上がると、わざと丁寧にお辞儀して他人行儀に微笑み返す。

「副社長、どうも大変お忙しい時に、申し訳ございませんでした。今日はご挨拶だけのつもりでしたし、もう失礼させていただきますね。また日を改めまして……」




　何この人？　副社長がわざわざ言ってるのに、呆れた！ とばかりに睨んでくる秘書嬢も無視し、わたしはそのまま一礼するときびすを返し、廊下に出るドアを開けた。何故かわからないけれど、無性に腹が立っている。

　けれど、わたしがエレベーターに近付くより先に、匠が追いかけてきた。腕をとられ、仕方なく振り返ったわたしに、眉間にしわを寄せて尋ねる。

「待てよ。何怒ってるわけ？　待たせたからか？」

「別に怒ってなんか……。ただ、忙しいなら今日じゃなくてもよかったのに、って思っただけ」

「悪かったな。飛び入りの商談が予想外に長引いたんだ。そんなに怒るなって」

「だから、怒ってないってば。手、離してよ！」

　彼が気付いたように手を離したので、バッグを持ち直すと、わたしは表情を和らげた。

「わたしの要件は、別に今日明日ってわけじゃないから。また時間があるときでいいし」 

「……ん、そうだな」

　仕方ないか、とばかりにため息をついた匠が、また呼び止めた。

「お前、これからどうするつもり？　夜はうちに来るよな？」

「う、うん……。今から渋谷にでも行こっかなぁって。行き先はまだ考えてないけど」

　うち、と言われて、頬がちょっとほてる。

「俺が引っ越した先のマンション、お前まだ知らなかったよな？」

　うっ。はい、存じません……。

　彼が小さくため息をついた。

「後で連絡しろよ。なるべく早く終わらせて、迎えに行くから」

「い、いいよ、別にわざわざ来なくても。住所調べて行けば何とか……」

「どーしてそう遠慮ばっかしてるわけ？　もっと俺を頼れって言っただろ？　何？　まだ何か文句ある？」

「別にないけど……、いいのかなって」

　当たり前だろ、よそに行くなんて絶対許さないからな！　と匠が目をすがめたとき、副社長室のドアからくだんの美人秘書さんが顔を覗かせた。

「副社長、三和商事の社長よりお電話ですが……。どうかなさいましたか？」

　廊下で見つめ合って立ち話をしているわたし達に、怪訝そうに眉をひそめている。

「何でもない、今行くから」

　匠が頷いたとき、背後でエレベーターが開いた。中から知った顔が覗き、次々に降りてくる。

「うわー、ほんとに里穂じゃん！　来てるって聞いたから顔見に来たの。久しぶり！　今はどうしてるの？」

「綾乃さん！　それに、横田さん、川口さんも！　みんなまだ頑張ってるんですね」

　それは企画室時代の懐かしい顔ぶれだった。急に同窓会みたいな空気になり、心がなごむ。

　匠はそんな彼らに、よろしくな、と微笑みかけると、自室に引き上げて行った。その後姿を見送りながら、綾乃さんが好奇心満々で尋ねてくる。

「あなた達、まだ続いてたのね。ねぇねぇ、もしかしてゴールインしちゃう、とか？」

　わたしは、うーん、どうでしょう、と曖昧に笑ったきり、他の話題でごまかしてしまった。










「あれから、どうしたんだよ？」

「ちょうどお昼前だったから、一緒に食事しながら近況とか聞いてたの。みんな、まだ頑張ってるんだね」

　その夜の九時過ぎ。わたしと匠はおしゃれなレストランで食事が来るのを待っていた。昼間のことを思い出し、ちょっとうらやましくなってしまう。匠も軽く頷いた。

「お前みたいに、一身上の都合で辞めた奴も居るけど、まぁ大体残ってくれてるな」

「……悪かったね」

「さっきからやけに静かだな。旅疲れか？」

「そんなことないけど……。匠こそ、いつも仕事、これくらいに終わるの？」

「いつもはもう少し遅くなるな」

　それじゃ今夜は、わたしのために早く切り上げてくれたんだな。彼の顔を見ながら、少し申しわけなくも、嬉しく思ったりする。

「で、みんなと別れてから、どこに行ってたんだ？」

「久し振りにぶらぶらしてたの。渋谷もまたちょっと変わったね」

　そこへ前菜が運ばれてきたので話が途切れた。少しほっとする。

　久し振りの会社訪問では、わたし達の立ち位置の違いを見せつけられたような気がして、ちょっと複雑な気分になっていた。

　この五年間で一番変わったのは、きっと匠だ。




　正直に言えば、びびっていた。エード・ドリンク・コーポレーションの副社長。こんなにスーツが似合う男性になったという事実にも、元職場仲間から聞かされた話にも。

　その上、あんな美人秘書さんと同じ部屋で仕事して、いつも世話を焼かれているなんて、考えもしなかった。

　こんなに垢抜けないわたしが、実は彼の奥さんです、なんて言っても、きっと誰も信じてくれないだろう。なんちゃって奥さんですが、とかジョークにしてもお粗末だ。あの秘書さんに、鼻で笑われそうな気がする。

　ねぇ、匠。本当にわたしでいいの？

　後悔しない？

　直に尋ねる勇気はなかったけれど、そんなことを取り留めなく考えているうちに、車は大きなマンションの地下駐車場に入っていった。







　さすが、都会の高級マンションはセキュリティがしっかりしている、などと感心しているうちに、エレベーターに載せられ、我が家の前に着いていた。

「どう？　気に入った？」

　う、うん、と言いながら目を丸くして眺めていると、匠がスーツのジャケットを脱ぎながら楽しそうに鼻歌を歌い始めた。広い間取りに素敵な家具。前住んでいたマンションよりかなりハイランクだ。それだけ匠の収入もアップしたってことだろう。




「ここが寝室。お前の荷物はクローゼットに入れておいたから」

　そう言われて、何気なく開けてみた。途端にどーんと真ん中を陣取る大きなベッドが目に入り、慌ててバタンと閉めてしまう。ドアに張り付いたまま焦っていると、彼が意味ありげな笑みを浮かべて、わたしの顔を覗き込んできた。

「何真っ赤になってんの？　あ、なるほど。先にお前が好きな酒でも、と思ったけど、今すぐやりたい？」

「なっ！　ちっ違う違う違うっ」

　慌ててぶんぶん首を振ったけれど、彼は楽しそうに笑顔を近づけてきた。唇を奪われ、誘惑するような甘いキスに、早くもとろけそうな予感を味わう。

「里穂……」

　多分、とろんとした目になっていたに違いない。

　彼の目も陰っていた。寄り添った胸の鼓動が急に早くなる。それともわたしの方だけ？ 

　彼の眼差しに魅入られたように立ち尽くしていると、ぐいと身体を引っ張られ、背後のドアが開いた。

　えっ？　と思う間もなく抱き上げられて、そのままベッドに横たえられてしまう。




　い、いきなりですか？

　服を脱がされながら「ちょ、ちょっと待って、まずシャワーとか……」と、慌てて静止しようとしたけど、やっぱり無駄な抵抗だった。

「そんな顔されたら、即こうなるって」

　裸身を見せ付けるようにして、わたしに覆いかぶさってきた匠は、固まっているわたしをリラックスさせるように隅々まで親密な愛撫を施していく。その唇と指の動きにあっという間に追い詰められて、泣きそうになった。何だか悔しくて、声を懸命にかみ殺していると、わたしの顔を覗き込み舌先で唇をなぞって開かせる。深いキスを何度も繰り返してから、彼は荒い息をつきながらわたしの中に入ってきた。夢中で一番奥まで迎え入れようと弓なりに身体を反らせる。そんなわたしの身体を包み込むように抱き締めて、彼も激しく動いた。

「何しろ五年分だからな。簡単に解放されるとは思うなよ」

　脅すように囁き、にんまりと笑う。そして彼も甘い痛みをこらえるように声を上げると、わたしの中に果てていった。







　気が付くと、もう翌朝になっていた。

　ぼーっとベッドで寝返りを打って、今日はどうするんだっけ、と考える。

　肌にじかに当たるシーツが心地いい。そう気が付いてから思い出した。昨夜、あの後シャワーを二人で浴びて、またよっぽど溜まってたんですか、とお伺いしたくなるくらい何度もした後で、やっと満足したようにわたしをぬくもりの中に包んだまま眠りに落ちていったんだっけ。

　彼に抱かれて、わたしも夢も見ないほど熟睡した。こんなに安らかに眠ったのは久し振りだ。ずっとよく眠れず、眠っても浅い眠りの中、何かに追われるような夢ばかり見ていたから……。







　ふいにノックがあった。慌てて「はーい」と返事をしながら起き上がる。ドアが開いてマグカップの載ったトレーを持った匠が入ってきた。わたしを見るなり、満面の笑みを浮かべている。

「おっ、いい眺め。時間が押してなかったら、もっかい隣に逆戻りしたくなるな」

　言われてシーツがずり落ちていることに気付き、慌てて上掛けで身体を覆った。いや、もう思い切り今更ですけど。

「えーっと、もう出かけるの？　朝ご飯は……、ごめんなさいっ！　少し待ってくれれば、すぐに仕度するから……」

　奥さん業をしっかり、と言われていたくせに、もうこの有様だ。けれど、慌てるわたしの肩を撫でながら、彼は余裕で微笑んだ。

「別に急がなくてもいいって。俺はもう行くから、お前はのんびりしてろよ。昨夜も酷使したし、また今夜も、な」

「な、何言って……」

　真っ赤になったわたしにしれっとウィンクして、何かあったら電話しろよ、と言い置くと、彼はそのまま出かけてしまった。仕方がないので、その姿勢のままベッドから手を振って見送る。

　一人になると、淹れてもらったコーヒーをゆっくりと飲みながら、これからのことを考え始めた。ふと、こういうのって幸せだなぁと、しみじみしている自分に気付く。

　とにかく、早く会社のために動けるように頑張らなくちゃ。

　シャワーを浴びて身支度を済ませると、簡単に食事を取り、荷物を解き始めた。










「ですから、副社長にはアポイントをいただいてます。今なら空いてるって」

「失礼ですが、それはいつのお話でしょうか？」

　頑として通してくれない美人秘書さんを相手に、わたしはさっきから押し問答を繰り返していた。

「今朝一番なら時間があるから、九時過ぎに本社に来いよな」

　出がけにそう言った彼の言葉通り、九時きっかりに訪問したのに、またしても秘書嬢にブロックされて立ち往生していた。

「お願いですから、ご本人に確認してくださ……、あ、たく、副社長！」

　押し問答の声を聞きつけたように奥のドアが開いて、彼が不機嫌そうな顔を見せた。

「佐伯さん、悪い。彼女通してやってくれる？　待ってた。入って」

「で、ですが！」

　慌てたように彼女が匠に迫る。

「今日のご予定は十時からの会議がトップでした。この方のお名前は承っていませんでしたので……」

「僕がさっき呼んだんですよ。その会議にも関係あるしね。佐伯さん、悪いけど二人分のお茶、頼める？」

　むっとしたように黙った彼女に、匠は柔らかく微笑んだ。あんな顔、わたしには見せたことない。そう呆れながら、あしらうのがうまい、と感心していると、彼女は「かしこまりました」と、悔しそうに出て行った。わたし達は彼の応接室で向き合った。

　よそ行きの顔によそ行きの言葉遣いの匠。わたしには『僕』なんて言ったこともないくせに、などとチラッと思う。

　スーツの彼と副社長室で向き合ったとき、どんな顔をすればいいんだろう。いや、表情より言葉遣いが一番問題だよね、きっと。

　照れが出て、つい目が泳いだ。向こうも、ちょっとやりにくそうに黙っていたけれど、やがて「悪かったな」と呟く。

「彼女、頑張り屋で有能なんだけど、時たま融通が利かなくてさ」

「気にしてないよ。匠の予定、いつもあの人が管理してるんでしょ？」

「まぁな。俺も色々来ると前後がごちゃごちゃになったり、うっかり忘れる時もあるから」

「大変だね、さすが副社長様」

　わたしはくすっと笑ってちょっと肩をすくめた。

「それじゃ、うちの用件なんか早く済ませなきゃ。お話って何ですか？」

「ん、清酒『誉れ』の販売方法だけどさ」

　そう言いながら渡されたファイルを開くなり、［首都圏スーパーならびにコンビニエンスストアに向けた展開］という文字が飛び込んできた。読みながら「わーおー、さっすが、匠くん！」と声を上げたのと、くだんの彼女がお茶を持って入ってくるのとが、同じタイミングだった。さっきのお馬鹿な声が聞こえたかも、と慌ててしまう。

　案の定、彼女は呆気にとられたように立ち止まり、それから不機嫌にわたしの前にお茶を置いた。

「お二人は、お友達同士なんですか？」

　怪訝な顔で問われ、まぁ、そんなところかな、と匠が言葉を濁している。何なの？　この馴れ馴れしい女は……。そう思われているのがありありと伺えた。けれど、口に出しては、匠にメモを手渡して報告しただけだった。

「日参食品の川崎様から、お電話が入りました。折り返しお電話差し上げますとお返事しました」

「ああ、わかった。ありがとう。それじゃリホ……海東さん、さっきの続きですが」




　また二人きりになると、匠がわたしをじっと見た。

「俺としては、お前とのこと、さっさと公にしたいんだけどな。こんなこそこそしたやり方、まったく性に合わない」

「駄目！　まだ駄目！」

　慌てて、わたしは両手を振って遮った。

「『まだ』？　じゃ、いつならいいわけ？」

「このお酒が無事に発売できて、海東酒造の名前がもう少し有名になって、それから……」

「それから？」

　だって今、すごく自信なくしてる。そんなこと、面と向かって言いにくいじゃない。答えを待つように無言で見つめられて落ち着かなくなり、思わず立ち上がって窓辺に行った。

「第一、匠……。ご両親に、わたしのこと何て言ってあるの？」

「特に何も……。本人が傍にいないのに話せるわけないだろ？　おかげで……」

「そうでしょ？　いいかげんで、きちんと結婚しろとか言われてるでしょ？」

「当たり前だろ？　俺ももうすぐ三十三だし、立場上もイロイロとねぇ」

　ああ、わたしのわがままで、今まで相当我慢させてきたんだな。そう思い当たって心臓がきゅんと痛くなった。振り返って背後に来た彼を見上げる。

「だから、何度も言ってるのに……。やっぱり、加賀原家にふさわしいお嫁さんを探した方がいいんじゃない？　無理にわたしともう一度やり直さなくても」

　ここで匠を見ていると、ソレが一番正しいことのように思えてきて、ついそう言ってしまった。胸がぎゅっと締め付けられるように痛くなったのは無視する。

　匠が目を細めた。たちまち二本の腕が伸びてきて、怖い顔で引き寄せられてしまう。

「お前、それ、本気で言ってんのか？」

「だ、だって……」

「そうしたけりゃ、とっくの昔に離婚届あれ出して、そうしてる。今更、お前にこんなこと言うかよ、馬鹿ヤロー！」

「匠……」

　どうやら本気で怒らせてしまったようだ。わたしは嬉しいやら自分が情けないやらで泣きたくなって、それを隠すように目を閉じてしまった。

　わたしの身体を苛立ったように揺さぶって、彼は唇を強引に奪った。すすり泣くような声も、全部ねじ込まれた舌に吸い上げられてしまう。




「副社長、会議のお時間です」

　そのまま、どれくらいそうしていたのかわからなかった。ＴＰＯを全く無視した乱暴な抱擁を破ったのは、ノックの音と秘書嬢の不機嫌な声だった。やっと気付いたように、わたしを捉えていた腕が緩む。

「ルージュ、直してから来いよな」

　彼も自分の唇を指でぬぐいながら、しれっと言った。慌ててコンパクトを取り出したわたしを残し、書類を手に先に出て行ってしまった。










　そのまま清酒『誉れ』の販売企画は順調に進んでいくように見えた。なのに、事はまた意外な方向に進んでしまった。




　その日は匠から、帰りが遅くなると連絡があったので、わたしは一人、マンションでパスタをゆでて簡単な夕食を作っていた。ふいにドアホンが来客を知らせたので、はっとする。モニターの中に、佐伯さんが何やら緊張した顔で立っていた。

　どうしよう。ここに来るなんて聞いてない！

　動揺しながら、急いで匠に電話してみた。出てくれたので必死になって訴える。

「た、匠？　たった今、家の前に佐伯さんが来てるの！　どうしよう？　わたし、出ない方がいいよね？」

「やっぱり行ったか……」

　舌打ちして、呟く声がした。

「お前のこと、あんまりしつこく聞くからさ。今日、俺達のこと、かいつまんで話したんだ。それでも疑ってるから、信じられないなら、今あいつ、俺の家にいるから行ってみれば？　って言っちまった。適当に相手しといてくれる？」

「そんなこと、急に言われても……」

「遅かれ早かれ、どうせわかることだろ？　じゃ、俺は今から用があるから。何かあったらメールして」

「ちょっと待ってよ！」

　どんなに叫んでも、切られてしまった後では仕方がない。

　予想外の展開にひどく戸惑っていた。彼女にどう説明すればいいんだろう。でも、とりあえず入ってもらうしかなさそうだ。

　わたしは鏡を覗いてルージュを薄く引き直すと、覚悟を決めてドアを開いた。そして、驚きの目を見張っている佐伯さんと、ご対面する羽目になった。もっとも、ドアを開けた瞬間のダメージは、彼女の方がわたしの三倍くらい大きそうだったけれど。




「まさか、まさか本当だったなんて……。副社長のいつもの冗談かと思っていたのに……」

「よろしければ、どうぞお上がりください。散らかってますけど」

　衝撃を受けたように引きつった顔で呟いた彼女に、なんとか落ち着いてそう勧めると、ちょっとためらってから入ってきた。リビングのソファーに浅く腰を下ろし、部屋を見渡してから、わたしを凝視してくる。

「あなた、いつから副社長と……？　それじゃ、け、結婚してるっていうのも、本当のことなの？」

　気の毒なくらい声が震えている。

「え、ええ、まぁ。一応そうなるかも……」

　返事に困って言葉を濁したわたしに、彼女が食い下がってきた。

「一応？　そうなるかもってどういうことです？　少なくとも最近までは、お見かけしませんでしたよね？」

「つい最近まで、実家にいましたので」

　これ以上どこまでどんなふうに話したらいいのかわからず、「お茶を」と立ち上がったわたしを阻み、彼女がなおも問い詰めてくる。

「つまり、別居されてたってことですか？　はっきりしないお答えですね。どういうことでしょう？　あなたと副社長は、いつからご結婚なさってて、いつから別居なさってたんですか？」

「そんなこと、あなたにお話しする義務はないと思いますけど」

　咄嗟にこう言ったけれど、もう後の祭り。相手が勢いづいてしまったのがわかり、わたしは失言した、と思った。匠に悪い影響があったらどうしよう？

　案の定、彼女は勝ち誇ったように勢いづいた。

「おかしいと思った！　それじゃ突然、副社長が持ち込んでこられたあの日本酒の企画も、あなたに関係があるに違いないわ」

　わたしは咄嗟に「あら、いけない！」とわざとらしく声を上げた。

「わたしったら、お茶も入れずにすみません。そういえば、お夕食は？ クリーム・スパゲッティを作ったんですよ。ご一緒にいかがです？」

　何とか話の舵を無難な方に切ろうとしたけれど、誤魔化せなかったようだ。彼女は少し考え込むように沈黙してから、引きつるような笑顔になった。

「いいえ。今日は副社長に書類をお届けしにお邪魔しただけですので。これで失礼します」

　そう言うと、書類をローテーブルに置き、怒ったようにヒールの音も高く去って行った。







　台風一過の後、一人冷めたスパゲッティを食べ、彼女との会話についてぼんやり考えているうちに夜も更けていた。深夜近くになってようやく匠が帰ってきた。シャワーを浴びて着替えが済むのを見るや、書類を出してさっきの顛末を伝え始める。たちまち彼の顔がげんなりした。

「それで、どうなったわけ？」

「別に……。ちょっと様子を見に来ただけ、って感じだった。わたし達のこと、もっと詳しく聞きたがってたけど」

　ちぇっ、と舌打ちして彼が不機嫌に返す。

「俺達のこと、『詳しく』話したのか？」

「まさか。ごく簡単に、わたしは今まで実家にいた、って言っただけで」

「それくらい、別にかまわないだろ。事実なんだし」

「でも、ちょっと様子が気になったから……、んっ？」

　じれったそうに引っ張られて唇を奪われ、それ以上何も話せなくなってしまった。いつもより深くキスしながら背中に手が回され、「来いよ」と寝室に誘われる。灯りが消され、気が付くと、わたしはまた彼の腕に囚われていた。











五







　佐伯さんの来訪で残った不安は、その週の終わりに大きなうねりを上げて、わたし達の上に降りかかってきた。




「この企画を一時中止しろって？　そんなこと、聞いてないぞ。順調に運んでいるのに、どうして？」

　その日の午後、わたしも参席しての企画会議の時間。

　少し遅れてきた専務さんが、厳粛な面持ちで切り出した言葉に、匠が驚いたように立ち上がった。

「詳細を社長に報告して再検討し直してから、改めて進行するように、との、社長じきじきのお達しがございましたので」

「社長が？　どうしてまた急に……？」

　途端に、専務は用心深い顔つきになった。意味ありげにわたしをちらっと見たので、はっとする。

「それも御自分でお尋ねになるのがよろしいかと思われます。では、わたしはこれで」

　これでは今日の会議は進行できない。専務さんに続き、後のメンバーも顔を見合わせながら立ち上がると、匠に頭を下げてぞろぞろと部屋から出て行ってしまった。残ったのは、匠とわたしと、何故か思いつめた顔の佐伯さんだけだった。他の人が誰も居なくなった中で、彼女はわたしを見もせずに、黙々と机に残った書類を片付けている。







「親父が……？　何だって急に横槍を入れてくるんだ？」

　匠が聞くともなしに呟くと、佐伯さんが急に振り返った。

「社長は、副社長の今回の提案について、疑問点がおありだったようです」

「疑問点？ 別に今回だけが特別なわけじゃないだろ？　他にもっと何か知ってるのか？」

「わ、わたしは、その……」

　今度は、わたしをちらちら見ながら言葉を濁している。もしかすると……。嫌な予感がした。

「何か知ってるんだな？　全部言ってみろよ」

　匠が珍しくぞんざいに物を言う。怒ったように目を細めてさらに促したので、ためらっていた彼女もやっと口を開いた。

「副社長は今、社の利益のためではなく、何か……、もっとプライベートな理由から、先走った行動を取っておられるのではないか、とお疑いのようでした」

　やっぱり。その瞬間、恐れは確定的になった。わたしが大きく息を吸い込んだ横で、匠が皮肉に促している。

「それで？　そのプライベートな『何か』を、わざわざ社長に『報告』してくれたのは、君かな？」

　しんと静まった部屋に、匠の穏やかな声と、ゆっくりと彼女に近づく靴音だけが響く。

　どういうことなのかやっとわかり、わたしも息を呑んだ。ほぼ同時に、彼女が顔を上げてこちらに激しい非難――敵意と呼んだ方がいいような感情――のこもった目を向けると、ヒステリックに叫んだ。

「何もかもあなたのせいよ！　さっさと帰ってしまってちょうだい！」

　呆然と見返すわたしを激しくにらんで、彼女は集めたコピーの束をかき集め、部屋から駆け出してしまった。







　怒ったようにドアに背を向けた匠は、彼女がいなくなると、くそっ、と小声で悪態をついて、すぐ様ポケットから携帯電話を取り出した。

「社長、わたしです。今、ご都合はよろしいですか。ちょっとお話がありまして。……ええ、そうです。今から社長室にお伺いしましょうか？　えっ？」

　どうやら何か予想外のことを言われたようだ。咄嗟に、わたしに目を走らせ、一瞬沈黙してからきっぱりと答えた。

「わかりました。それじゃ今夜、彼女も連れて行きます」

　その言葉に、えっ？　と固まったわたしを前に、通話を切ると、彼はふーっと大きく息をついた。

「俺達のことが親父の耳に入ったらしい。今夜、赤坂の料亭に呼ばれた。その場で両親にお前を紹介することになったから」

「赤坂の料亭？　あなたのご両親に……？」

　予想外の展開に鸚鵡返しに繰り返しながら、呆然と匠を見返した。

「佐伯さんが話したのね？」

「だろうな。まぁ、いつかは話さないといけないことだし。逆に、ちょうどよかったんじゃないか？」 

　……そうだろうか。今のわたしが、ご両親の目にどう映るだろう？

　来るべきときが来てしまったような気がした。緊張して顔をこわばらせたわたしの手を、匠が優しく取り上げてくれる。

「ディナー用の服、持ってる？　あと、その髪も少し何とかした方がいいな。ちょうど時間も空いたし、今から一緒に見に行こう」 







「こんなに高い店の高い服……、絶対に、一生に一度か二度しか着ないよ！　もったいないってば！　どこかのデパートくらいで十分だから……」

　わたしはブティックの店主の目を盗んで、匠に小声でそう訴えていた。




　連れて行かれたのは銀座のパリコレ系高級ブティック。女主人のあでやかな笑顔に迎えられ、匠の要望のままにドレスが出てくる。そのエレガントなフォーマルを前に、わたしは自分の衣服に対する感覚がいかに庶民か、改めて確認する羽目になっていた。

　匠も似たような表情で、苦笑まじりに眺めていたが、ふと、真顔でわたしに言った。

「今後は、結構着る機会があるかもしれないぞ。お前、一応俺の嫁なんだからさ。そろそろ覚悟してもらわないと」

　一応って何よ？　とでも突っ込みたかったけれど、「うっ」という首を絞められたような声しか出なかった。黙って見ているだけのわたしに、すかさず、こちらなどいかがでしょう？　と女主人が愛想よく試着をすすめてくる。

　この拷問から解放されるには、とにかく着てみるしかないようだ。一刻も早く解放されたい一心で、わたしは中で一番シンプルで好みに合ったドレスを選ぶと、試着してみた。

　ライトベージュと黒のシルクっぽい光沢のあるミニドレスで、肌触りも最高だった。肩にとも布のコサージュがついていて、シンプルかつエレガント、わたしでもちゃんとおハイソ風に見える気がする。

　とてもよくお似合いですわ、上品な中にかわいらしさのあるデザインが、奥様にぴったりです、とかなんとか、ぺらぺら喋り続ける店長の言葉に、頷いていた匠がとうとうカードを取り出した。彼も早く解放されたがっているのは同じらしい。それに気付き、弱々しく微笑みかける。




　それにしても。女性の装身具にはお金がかかる。改めてそうつくづくと思い知らされた。かなりはたいて、わたしはその場で買ったばかりの一式を身につけ、普段下ろしている中途半端な長さの髪もアップにしてもらった。ドレスアップしたわたしを見ながら、匠は何とも形容しがたい顔で黙っている。

　悪かったね、どうせこんなの柄じゃないもんね、などと心の中で舌を突き出しながら、履きなれない繊細なピンヒールに転びそうになって、やっと店を出る。車に戻りながら、ちょっと恨みがましくぼやいた。

「だから、わたしの柄じゃないって言ったでしょ。匠もそう思うよね？　パートナーにこんな服しょっちゅう着せなきゃいけないなら、もっと似合う人探した方がいいんじゃない？」

「しょっちゅうってわけじゃないし。別にいるじゃないか、ここにも一応」

「はい？　どこ見てるのかなぁ？」

　まだ何となくうわの空っぽい匠の目の前で、ひらひらと手を振ると、ようやく気付いたようにエンジンをかけ始めた。

「しかし、お前も女だったんだな」 

　わたしをチラ見して呟いているので、ぶふっと噴き出してしまう。

「あはは、少しは見直した？　なーんてね。もー、それじゃ早く済ませてしまいましょーう！」

　こっちもたった今、匠ってやっぱりセレブ界の住人なんだな、と再発見して焦ったけれど、彼自身はいつもと変わりなさそうだった。安堵してちょっと気分も軽くなる。わたし達は、ご両親に自分達のことをどう説明するか、ひとしきり議論しながら、指定された料亭に向かった。







　作り込まれた雅な竹やぶの向こうに、何やらお屋敷めいた佇まいが見えてきた。あれがお店？ 

　目を点にしながら、恐る恐る匠と一緒に入っていくと、畳敷きの回廊を案内され、個室になった日本間の一室に通される。




「お待たせしました」

　障子が開くと、匠が正座して頭を下げ、挨拶している。慌てて、わたしも正座して深く頭を下げた。やっと顔を上げると、正面に和服姿の優しそうなお母さんと、匠によく似たおおらかな雰囲気の初老の紳士が座って、わたし達をじっと見ている。




「よく来たな。それで、こちらのお嬢さんを、いつ紹介してくれるのかな？」

　そうお父さんに促され、匠はわたしをちらりと見て、こともなげに言った。

「紹介が大変遅れ、申しわけありませんでした。加賀原里穂、僕の妻です。どうぞよろしくお願いします」

　沈黙したご両親を前に、わたしも頭を下げたまま固まっていた。打ち合わせと全然違う！　さっきの話し合いでは、あれほど、まず婚約したということにすれば？　と主張したのに。いきなり奥さん宣言され、心の準備もなく、背筋に冷や汗がどっと流れるようだった。どう受け取られただろう。お二人の視線が刺すようで、なかなか顔が上げられない。

　ずいぶん時間が経ったように思えた頃、やっとお父さんが口を開いた。




「それは、ずいぶんと報告が遅いことだ。式を挙げたとは聞いたこともないが、正確にはいつ頃、籍を入れたのかね？」

「もう五年程前になります」

　匠がしれっと答えると、お二人とも深いため息をつかれる。

「聞けば、北陸の老舗酒造所のお嬢さんだそうですね？　それにしても、お式も挙げないどころか、親に紹介もしないなんて……。匠さん、それに、里穂さん、だったわね。あなた方、順番をずいぶん飛ばしていませんか？ いくら自由と言っても、世間的な常識もないようでは、この先困りますよ」

　今度はお母さんが恨めしそうに言った。事実なのでまったく反論できない。匠も神妙な顔でうなずいている。

「それはよくわかっています。しかし、あの頃は色々と事情もありまして、こうするしかなかったんです」

「まぁ、過去は過去だ。今更言っても取り返しはつかん。だが今後、表沙汰にするからには……」

　お父さんがこほんと咳払いすると、断固として続けた。

「今からでも遅くはない。きちんと式も挙げて、社報で報告して欲しいものだな。おお、そうだ。ちょうどいい。今度の創業五十五周年記念式に、二人で参加して、結婚を発表するといい」

　ええっ？　それじゃ一大事になってしまうんじゃ……。

　わたしは心の中で呻いていた。

　そうなるのが嫌だったから、面倒なことは一切省いてもらっていたのに。心からそう訴えたかったけれど、業界での匠の立場やその親の立場としては、当然の話だろう。もちろんご両親の言い分が世間的には正しいわけだし。

　匠も別に反論しなかったので、その後は和やかに食事が進んだ。途中でふと立ち上がったお母さんが部屋から出て行かれた。そしてエード経営トップの二人が、くだんの創業祭について話し始めたので、しばらく黙って聞いていたわたしも、化粧直しに立った。

　廊下を回って少し行くと声が聞こえてきた。部屋から少し離れた庭園の見える場所で、匠のお母さんが携帯で誰かと話している。その内容が聞くともなしに耳に入り、わたしははっと立ち止まった。




「……あの娘では、とても加賀原家の嫁なんか勤まりませんよ。そりゃ、顔立ちは多少きれいかもしれないけれど、ごくごく普通の娘さんです。第一、常識がなさすぎますね。こちらに何の挨拶もなく、五年も実家に帰ったままだったなんて……！　匠ったら、あんな娘のどこをそれほど気に入ったのかしら。でも、もうとっくに籍まで入れてるそうだし、言い出したら聞かない子だし。本当に困ったわねぇ……」




　思わず足が凍りついた。それ以上進むに進めず、わたしは静かに回れ右すると反対側の回廊に向かい、長いこと経ってからやっと座敷に戻った。見ると、お母さんも席に戻って、普通に会話に加わっている。

　しばらく雲隠れした上、妙に静かになって箸もつけなくなったわたしに、匠が”何かあったのか？” と目で問いかけてくる。けれど、引きつった微笑を返しただけだった。頃合を見て、席を立ってくれた時は心底ほっとした。

「それじゃ、お父さん、お母さん、今夜はこれくらいで失礼します。ご馳走様でした」

「創業祭には、必ず一緒に来るんだぞ」

　お母さんをちらりと見たが、特に何も言われなかった。匠を気遣っているのか、むしろ笑顔で送り出してくれる。でも、わたしが気に入らないのなら、陰でとやかく言うより面と向かって非難してくれた方がよほど楽だったのに、と思う。そうすれば、匠だって考え直すかもしれないのに……。

　どうすればいいんだろう？

　第一、お母さんの言う通りかもしれない。いくら匠が好きでも、わたしに加賀原家の嫁なんか務まりっこない、と思うから……。




　その夜、ベッドで応えられなくなっている自分に気づき、さらにショックを受けた。匠がいくら愛撫してくれても、気持がまるでついてこない。

「まるで人形を抱いてるみたいだな。どうかしたのか？　何か気にしてる？」 

「ごめん、別に何でもないの。ただ、ちょっと疲れちゃったみたいで……。もう眠ってもいい？」

　彼から目をそらすと、そのまま、大きな身体を押しのけるようにして眠そうな振りをした。匠もそれ以上何も言わなかった。ただわたしの隣に横たわると、いつもより控えめに体を抱き寄せただけだった。










「えっ？　向こうに帰りたい？　明日から？」

　それから数日後の遅い夕食時。わたしは匠にご飯茶碗を差し出しながら、恐る恐る切り出した。彼はショックを受けたように鸚鵡返しに繰り返すと、こちらの真意を探るように目を細めている。

「それで、いつ帰って来るんだよ？　二、三日か？」

「ん、一、二週間くらいかな」

「創業祭は？　もう二週間後なんだぞ。お前、今の状況、ちゃんと理解してるよな？」

　大きな声とともに苛立ったように茶碗をテーブルに音を立てて置いた。今度すっぽかしたら、もう挽回の余地はなくなるんだぞ、という警告。そんなこと、言われなくても本人が一番よくわかってる。

「も、もちろん、わかってるから……。今度はずっと帰ってるわけじゃなくて……、その、こないだから作ってた首都圏販売用のお酒と、あと女性向けの銘柄の試作品もできたって聞いたから、そのティスティングも兼ねて、様子を見てこようと思って」

　とびきり大きなため息をついて、彼は無言になった。やがて勢いよくご飯を掻き込み始める。明らかに傷つきショックを受けたような表情だ。







「……なぁ、里穂。まだ起きてるんだろ？」

「うん。なぁに？」

　隣に横たわっていた匠がふいにこちらに手を伸ばしてきたので、寝返りを打って向き合った。しばらく迷っているみたいに黙っていた彼が、やがて思い切ったように口に出す。

「今度は、ちゃんと帰ってくるよな？」

「………」

　すぐに答えられなかった。常夜灯の薄明かりの中、いつになく真剣な眼差しに絡めとられ、軽い返事なんかできなくなってしまう。どうやら今の思いも、全部伝わっているらしい。無言でいると、わたしの顔を覗き込むようにして畳み掛けてきた。

「俺は、お前とこれからもずっと、こんな風にやっていきたいと思ってる……。やっぱりお前のことが大切だし、俺にはお前が必要なんだ。だからこそ、今まで待ってたんだぞ……。頼むから、今度は逃げ出さないでくれよな」

　まるですがりつくような告白だった。思わず胸がずきんと痛くなる。いつもの自信に満ちて陽気な男性からは、想像もできない言葉だった。でも今、目の前の匠はいつになく不安そうで、どこか泣き出しそうにも見える。

「……匠、わたしも……、いつでも大好きだから」

　彼の頬に触れながら、ありったけの思いを込めてこう答えた。けれど、あいまいなその言葉に、彼はむしろカッとしたようだ。

「俺が好きなら、ちゃんと返事をしろよ！　はっきり返事しないうちは、帰さないからな！」

　突然、ぶち切れたように起き上がると、彼の動きが荒っぽくなった。できるものなら、心の中までこじ開けて力でわたしの全てを征服してやりたい、とでも思っているようだ。わたしの着けていた薄いキャミソールを、文字通り一ひねりで引き剥がすと、わたしの脚を力づくで押し開き、突然自分の両肩に担ぎ上げた。あっと思ったとき、わたしの半ば浮き上がった腰は彼の両手に抱えらえて、一番敏感な場所にむさぼるように唇が押し当てられていた。秘所をエロティックに探り、こね回し始めた湿った熱い舌の感触に、わたしは息を呑んで、激しく身をよじった。

「た、匠っ、いやっ、やめて、そんなことしないで……」

「お前の体の一番中心に、俺をしっかりと焼き付けてやる」

　その甘い拷問は、わたしが彼の髪を滅茶苦茶に引っ張って、息絶え絶えに懇願しても、まだ続いた。とうとうエクスタシーの嵐に見舞われ、悲鳴を上げて全身のたうち、ぐったりとなって全面降伏するまで……。

　それから、やっと少し満足したように顔を上げた彼は、今度はゆっくりとわたしの全身を味わうような動きで身体を重ね、深々とそこに自身を埋め込んだ。すでに嫌というほど敏感になったその場所が、新たな侵略に耐え切れないほど収縮し、彼自身をぎゅっと締め付ける。匠の口からも、まるで痛みをこらえるような呻きが漏れた。

　大きく息を吐き出すと、彼は再び荒々しく動き始めた。わたしが本当に泣き出すまで、突いて突いて貫き続ける。俺の所有権を、嫌でもお前に認めさせてやる。まるで、そう決心しているように……。

「匠、匠……、好き……、世界で一番大好きだから……」

　彼の気持に応えきれないもどかしさの中で、濃密な夜が半ば狂ったように過ぎていく。身も心も激しく揺さぶられながら、彼にすがりつくようにして、わたしは必死に思いを伝えようとしていた。










「エードの創業五十五周年祭って、もう来週じゃないのかい？　あんた、まだ帰らないつもりなの？」

　お昼時、母が怖い顔で事務所に入ってくるなり、わたしの前に立ってこう言った。わたしはしぶしぶ見ていた帳簿から目を上げた。昨夜も匠からしつこいくらい電話があったようだ。携帯にも出ないわたしに業を煮やし、家の固定電話にかけてくる。それにも出たがらないわたしに代わって、母が色々と聞いているようだった。




「ほんと、あんなに熱心におっしゃってくださるなんて、果報者なんだよ、お前は。ありがたく感謝こそすれ、そんな不満そうな顔してなんだい」

「だって……」

　返す言葉に詰まり、うなだれてしまう。もちろん不満なはずがない。それにわたしだって、匠に会いたくてたまらなかった。まだ離れてたった一週間なのに、どうしたんだろう、と思うほど。

　だけど……。

「お母さんは、自分のことじゃないからそんな風に言えるんだよ。考えてもみてよ。いきなり、あんな大企業の副社長夫人に納まって、たくさんの人様の前に出なきゃいけなくて、しかも、ゆくゆくは社長夫人だなんて、全然わたしの柄じゃないでしょ？　社の人達に認めてもらえると思う？　創業祭だって、何着て行ったらいいのかもわからないし……。第一、今衣装代にかけてるような余裕が、うちにあるわけないじゃない？　匠に恥かかせるんじゃないかなぁ、とか、わたしなんかが奥さんで、彼が後から本当に後悔しないのかなぁ、と思うとね」

「何だい、要するにびびってるだけじゃないか」

「うっ……」

　はい、その通りです……。

　さくっと図星さされて机に突っ伏したわたしに、母が更に駄目押しのように畳み掛けてきた。

「匠さんがね。夕べ電話で、お前に伝えといてくれって言ってたんだよ。お前が自分で今週末までに帰って来ればよし。帰らないつもりなら、こっちから迎えに行くまでだからって……。今度は肩に担ぎ上げてでも連れて帰ります、ってね。あれほどの人にそこまで言ってもらえるなんて、本当にありがたいと思いなさい」

　ありがたいなんてもんじゃない。その伝言を聞いただけで涙が出そうになったけれど、母の手前、一生懸命我慢した。すぐにも彼に会いに飛んで行きたい気持を抑えるのに一苦労だ。

　けれど、わたしは答える代わりに、深いため息をついた。

「お母さん、そんなこと言いに来たわけ？」

「それもあるけど、今ね、とうとう完成したんだよ。お前も工場に来てごらん」

「えっ？　本当に？」

　匠の意見を参考に、より量販化目指して製造工程を簡略化しながらも、味と品質はなるべく落とさないようにと、頑張って改良していた清酒。毎年コンクールで金賞を取りながら、量販化できなかったばかりにあまり知られていないこのお酒。でも、これからは、もっともっとたくさんの人に飲んでもらえるかもしれない。ただし、それもエードのお力を借りられれば、の話だけど。

　そう、そのためにも、エードとの太いご縁の持てるこの機会、絶対逃がしちゃいけないって、よくわかってるのに……。




　重い気分で、母と一緒に工場に入っていくと、工場内の従業員全員がその場に集まっていた。

「お嬢さん……、いや社長代理、これですよ」

　嬉しそうに差し出された小さな紙コップのお酒を、そっと口に含む。すっきりとしていて、それでいて芳醇さが溶け出すような味わいは、確かに我が家の『誉れ』だ。

「みんな、すごい！　本当にありがとう！　これこそ、うちの、海東の誇りそのものよ」

　わたしの目からついつい涙が溢れた。みんなも本当に嬉しそうで、涙ぐんでる人までいる。匠が言っていた開発期間の三分の二で仕上げることができたなんて、これで一つ、大きなハードルをクリアーできた気分だった。

「さっそく、エードさんにもお知らせしないと」

　蔵元代理の言葉にびくっとした。こちらをじっと見ていた母が、ふいに何か思いついたようにわたしを引っ張って、母屋に連れて行く。

　二階の最近は滅多に入らない桐の和ダンスが並んだ部屋まで来ると、わたしを座らせ、いきなり引き出しを開け閉めし始めた。




「ああ、あったよ。これをご覧」

　取り出されたのは、白い包みに入った真新しい加賀友禅の色留袖だった。友禅作家さんの作だと言うそれは、地味な色合いの中に抑えた優美さと華やぎが感じられる、とても上品な柄の着物だ。

「お母さん、これって……」

　絶句したわたしに、その着物を当てて鏡を見せながら、母が嬉しそうに目を細めている。

「いつか、お前にもこういうのを着る機会があるかもしれない、と思ってね。何年も前に知り合いの呉服屋さんで反物を買って仕立てておいたのさ。手書きの加賀友禅はこれ一枚しかないけど、これならそういう場にも十分出られる品だよ。これとさっきの『誉れ』を持って、早く匠さんの所に帰りなさい」

「……お母さん」

　思わず、またぼろぼろと泣き出してしまった。なんだかこの前から泣いてばっかりいる。母が、何だね、子供みたいに、と言いながら、諭すように抱え、励ましてくれる。

「お前にはこれから、海東の百年の歴史を、世間様に広く知らせてもらわないといけないんだからね。お前一人の問題じゃないんだよ、もう」

「う、うん、本当にそうだよね。よくわかったから……」

　母に抱かれたのなんて、何十年ぶりかもしれない。母はわたしを優しく抱擁し、しっかりした口調で言った。

「海東の『加賀の誉れ』、しっかりと持って、どんな時も忘れるんじゃないよ」










「おっかえりなさい、匠くーん！」

　やっと自分で電話して、家に帰るから、と告げたその翌日。

　再同居し始めてから初めて、定時で帰ってきた愛する夫を、元気一杯の笑顔で明るく出迎えた。。

　最初、彼は何も言わずにこちらをまじまじと見つめていた。それから、靴を脱いで上がってくると、ぐいっとわたしを抱き寄せ、怒った様に耳元で唸る。

「この馬鹿ヤロー。人にどれだけ心配させれば気が済むんだよ！」

「えへへっ、本当にご心配をおかけしました。ごめんね、匠君っ」

　ったく、お前のせいで禿げたらどうしてくれる？　一生責任取ってもらうからな！　などと楽しい冗談をとばしながら、わたしを振り返って呟いている。

　よかった。元の里穂に戻ったな。

　そして、とても嬉しそうに、もう一回ぎゅっと抱き締めてキスしてくれた。







　緊張の中、打ち合わせを重ねながら、残りの日々は飛ぶように過ぎて行き、とうとう迎えた創業祭当日……。

　髪もきちんとアップにして、母にもらった加賀友禅の留袖を着せてもらうと、気持が一気に引き締まる。社長ご夫妻も、そんなわたしにとりたてて文句もおっしゃらなかった。つまり、一応は認めてもらえたのかもしれない。

　義父母に匠、そしてエードのたくさんの会社役員の方々と共に、広いホテルの会場に来賓達をお迎えする。そして、集まった本社社員達の中に、昔の友人達の顔を見つけるたびに、嬉しいやら照れくさいやら。やがて始まった式典と続く来賓の挨拶の間中、わたしはとても緊張しながら、その瞬間を待っていた。




　ふと、素敵なフォーマルドレスを着けた佐伯さんが目に入った。向こうもわたしに気が付いていたらしい。着物姿で、匠と並んで上座に座っているわたしを、ひどく不愉快そうに眺めていたけれど、やがて、完敗したと言わんばかりの悄然とした面持ちで俯いた。

　きっと彼女も匠が好きだったんだろう。そう思うと気の毒になるけれど、今となっては誰か他の人を見つけてもらうしかない。




「それでは、本社創業五十五周年を祝いまして、乾杯の準備が整いました。お手元のグラスをお取りください」

　ついに来た！

　乾杯用の祝杯が回る中で、匠が進み出てマイクを取った。わたしも恐る恐るその隣に立つ。副社長の挨拶を聴こうと、場内がしんと静まり返る中、りんとした彼の声が響いた。




「本日は弊社の記念祝典にお運びいただきまして、誠にありがとうございました。今、お手元に回りました乾杯用の御酒は、弊社と海東酒造所との共同開発の新製品、弊社が自信を持ってお届けする清酒、『加賀の誉れ』でございます。本日この場をお借りしまして、わたくし、加賀原匠と加賀原里穂が、過日、婚姻いたしましたことを皆様にご報告申し上げます。どうぞこの『加賀の誉れ』ともども、幾久しくご指導、ご愛顧を賜りますよう、重ねてお願い申し上げます」




　満場の拍手喝さいの中、乾杯の音頭とともに、皆が『加賀の誉れ』で乾杯してくれる……。




　それは、わたしと匠が、五年もの月日をかけて、迷いながらようやくたどり着いた、大きな祝福のゴールだった。

　そして、わたし達二人が、並んで確かな未来への第一歩を踏み出した、記念すべき瞬間でもあった。
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メディアチューンズがお届けする
大人の女性のための電子書籍レーベル


http://venusbooks.jp

電子書籍ストアにて好評発売中！







[image: ]


恋のメロディをもう一度　〈ララ・エンジェルス〉シリーズ１

著者　ココ・セシル






ジル・コリンズは３人組ガールズバンドのリードボーカル兼ギタリスト。

ウエイトレスのアルバイトをしながらメジャーデビューを夢見るジルの前に敏腕プロデューサーのサイモン・シーザーが現れる。

サイモンは伝説のロックバンド〈ハイパーチャージ〉の元ベーシスト。

ヒットメーカーのサイモンにスカウトされ、念願のメジャーデビューを果たしたジルだが、やがてサイモンをめぐってバンド仲間のジュリアナとぎくしゃくする。

恋と友情のはざまで悩むジルがとった行動とは？



ロサンゼルスを舞台にしたエンタメ系ロマンス〈ララ・エンジェルス〉シリーズ第１弾！
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Love Island

著者　カワムラユキ






リゾートを舞台に、男女それぞれの目線で描かれたラヴ・ストーリー。



（HOMME）美貌のトップ・モデルを多数抱えるエージェンシーのエクゼクティヴ、シュウは、看板モデルの大手芸能事務所移籍により、走り続けてきた人生に立ち止まるきっかけを得る。秘書から渡されたリゾートへのエアチケット、それは彼が本当の自分に出会う旅へと繋がってゆく。KRUGとハーヴ・リッツを愛する男に訪れる本当の愛とは？



（FEMME）カリスマ・ネイリストとして順調にキャリアを重ねているユカ。ある日、有名女優の広告撮影のため、海外ロケに訪れる。撮影は早々に終了し、時間を持て余した彼女は、先輩より近くのリゾート島への旅を勧められる。偶然にホテルで出会った美しい女性に導かれるまま、真夜中のパーティへと迷い込んでゆき、そこで彼女は未知なる愛の景色を見つけてしまう。
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君が見たいから（一）

著者　上月美青






池上唯はハングルが堪能なことから、会社の韓国企業との提携プロジェクトに抜擢された。その夜、仲間と行ったラウンジで、見知らぬ韓国男性と出会い、一夜を共にしてしまう。呆然としながら逃げるように帰った翌日、会社に迎えた相手企業代表の顔を見て、唯は言葉を失った。避けようとする彼女にぐんぐん接近してくる彼には、何か理由が……？

韓国財閥御曹司と日本人ОＬの激しい恋を描いたドラマティック・ラブロマンス！
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君が見たいから（二）

著者　上月美青






ソンウォンと婚約し、彼の父、財閥会長が待つ部屋に入った唯。続く食事会中、彼の計画を聞かされ驚く。期待と不安を胸に、唯は再びソウルに向かう。だが二人の前に思わぬ壁が立ちはだかった。結婚に猛反対する彼の母親、ソンウォンに急接近する社長令嬢、唯の心は揺れ続ける……。

韓国ソウルを舞台に、財閥御曹司と日本人ＯＬとの激しい恋を描いた、ドラマティック・ラブロマンス、波乱の第二部！
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シーズン～巡り合い～

著者　一悟

イラスト　高橋伸輔






高校時代サッカー選手として県内で名を馳せた恵介だったが、サッカーは高校までと決め、

大学は推薦を断って幼馴染の一弥と一般入試で同じ大学に進学した。

しかし入学式当日、高校時代の先輩吉田と再会し、サッカーはもうやらないと何度も断る恵介だったが吉田が主将を務めるサッカーサークルにしつこく勧誘を受ける。

新歓コンパに連れて行かれた先で恵介はマネージャーの沙織に一目惚れしてしまう。

しかしその沙織とまさかの大ゲンカをし、話の流れで恵介の入部が決まってしまう。

サッカーを再開するきっかけになった沙織と仲直りし、恵介は学内サッカーサークルの優勝を目指して奮闘する。

弱小だったチームも努力を重ね、ついに決勝進出を決める。しかし突然チームに悲劇が降りかかった・・・。
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